
2 補助事業計画書

慕

事

業

介護サービスの柯1類

業

"

介'佐ロボットの製品名

'、人時期及び台数

1リi

乳 礼会1,,件止法人さくられ,件止会

名
1↓・別於護老人ホームさくらホ

0670800911】

川人Xはりースの別
※肱"1すろ力に0を祀人

介護智井止施設サービス

[製品名]11民り SCAN

〔導人1別棚令1116年1 "巧"

階人介数]80 台

那業概要σ見作の剖題

点・導人台数の妥当竹・

職Uとの導人意軽の北

イD

!恥・リース

打

{事業所番号ム広野

施設環境としては、刷造上、①ユニット問の↓上Jりが囚難。②ユニ
ツト内でも、 1,,;室同士が蹴れ、irおり、共イiの廊、ドも心綵ではなく、

人り剤1ノνでおり、↓ι丁りが1村難である。アンケートでは、枇造 1二、

jι'Jりのしづらさを感じると答えた職nは、 96.眺。 1鴫り SCAN 導人

により、粘杣的なストレスが少し嵯減、あるいは嵯減されると答え

た城Uは、 93.3%となった。以上の結果と上,祉の①~②から、 1・2
階 8 ユニット 80 床に対し、 80 台の導人は妥当であり、導人するこ

とで、転倒やべッド転落Ⅲ故の減少に寄りし、職Rのj上Jり業務の

負11N峨戒に大幅に貞献し、働きやすい峨場づくりの扣.進につなが
り、職nの定絞につながると占えられる。

機器を導人することによ

り達成する口標(機器導

人の聖年から 3年間、年

座1ル)

(契約期問

定U数 80 名

0導人後α契年) 1年Π

j古丁り業痛の負扣,艦減と転価」・ベッド転落事故ゼロ

("Nり SCAN 80 台導人)

02年Π

見守り業務の負朝.帷波と転伊」・ベッド転落那故ゼロ

03午11

jι丁り業枋の負"艸愉戒と転伊」・ベッド転落事故ゼロ

年

期1寺される効来等

刀 ..、ー

効果検';11:の方法(効果に

関するデータを客観的な

部価指標に茶づいて"

全田

0導人後(親年) 1年11

ベッド 1tのご利川打様の起き上がり・跳床が検知されると、タプレ
ツトで状態が瞬時にわかるため、より適切な介助の対応がⅡ1能とな
る。また、曝故を防ぐためのヒヤリハットをデータで検証でき、東
故ゼロが期1寺できる。 1村鮓なjと1りからくるストレスの幌波が期1寺
、if ^る。

02年Π

1村難なj上丁りからくるストレスの嵯減により、より心に余裕を持っ
た介助ができようになり、峨Uのモチベーションが_上がる。

03年Π

峨り SCAN の述川にも慣れ、ご利川打様の A肌に介わせた41故りスク

マネジメントが訂1能になり、事故ゼロが期イ寺できる。

年

鵬り SCAN 導人後、介纓職Uへのアンケートを火施。 jとJ1つ業病の帷

減効果(,坊室への時問等)、転倒事故への怖れからくるΠ々の心ψⅢ1勺

ストレス嵯波効果などについて、聞き取りをし、,氾鎚にまとめる。



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和5年8月1日~

令和 5年8月20日

施設長、介護係長、ユニット

リーダーを中心に、見守り業

務の状況分析・問題点の洗い

出しを実施し、機種選定・導

入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活

用・効果検証の各担当者)の

選定、実際に機器を使用する

者(介護職員等)の意見秩取

を実施。結果を事業計画書に

反映。

内

令和 6年1月15日

~令和 6年1月31日

容

令和6年2月1日

~令和 6年2月15日

令和 6年2月16日

~令和 6年2月那日

絲IU概要

機器導入。開発メーカーから

の取扱い説明及び職員の習熟

及び教育・研修計画(マニュ

アル整備等)を実施。

令和 7年2月15日

~令和 7年2月器日

導入によるケア方法(見守り

業務)の見直しを予定。

備当

令和 8年2月15日

~令和 8年2月28日

施設長ほか

1ケ月後での効果検証のため

のアンケートを実施。

実績報告。 a 年同)

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(2年同)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(3年月)

機器設置者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

証の

用
旦
肝

1
 
使
研

ま



2 袖助事業計画書

事

事

業

介護ガ

拠

U
11

介護ロボットの製品才',

'J 人時期及び台数

1リi

名

ビスの極類

礼会む,1祉法人さくらむ'件止会

乳
匁朔人所小i'介護琳業所さくらホーム広野

【斗f業所排 1}:0670800903】

川人父はりースの別
窯該汽する方に0を"人

短期人所乍活介設

〔製品名]"Nり SCAN

[導人"寺1堀令ln 6年1 打 15日

[導人台数]20 台

Ⅲ業概安(現在の問題

点・導人台数の妥当竹1・

職Uとの専人意峩の熊

イD

雌・リース

打

施設環境としては、枇造ト_①ユニット冏のj上小りがIN難。②ユ
ニット内でも、 1',;室同士が蹴れており、共イiの廊ドもln綵ではな

く、人り洲1/,でおり、」ι守りが困難である。アンケートでは、榊

造上、 j上J りのしづらさを感じると答えた畷1↓は、 85.71%。峨り

SCAN 導人により、*1」杣的なストレスが少し嵯減、あるいは幌減さ

れると答えた職11は、 85.71%となった。以 1二のま,'i巣と 1二"の①~
②から、 1・2 階 2 ユニット 20 床に対し、 20 介の導人は妥当であ
り、導人することで、転倒やべッド転落班故の減少に寄リし、職

Uのj上小り業枋の負IH,嵯減に人幅に貞献し、働きやすい幟場づく
りの推進につながり、職Uの定着につながると"えられる。

機器を導人することによ

り述成するH標(機器導

人の豐年から3年問、年

度佃ヲ

(契約期問

定n数 20 名

0導人後(翌年) 1年Π

jと丁り業疹の負IH,呼減と転倒・ベッド転落東故ゼロ

(11Nり SCAX 20 台導人)

02年Π

j古丁り業務の負川嵯減と転倒・ベッド転落4'攸ゼロ

03年11

」と丁り業枋の負1印1蜘咸と転倒・ベッド転落事故ゼロ

刀

期1寺される効果等

..、ー

効果検'1〔のガ法(効果に

関するデータを客観的な

部価指標に基づいて"

録)

年

0導人後 e聖年) 1年Π

ベッド 1二のご利川古様の起き上がり・謝[床が検知されると、タブ
レットで状態が瞬時にわかるため、より適切な介助のヌ、"ぶが"1能
となる。また、哥{故を防ぐためのヒヤリハットをデータで検釧:で
き、 4「故ゼロが期1寺できる。 1相難な」古丁りからくるストレスの嵯
減が期1寺できる。

02年Π

1村懈な↓t1りからくるストレスの嵯減により、より心に余裕を持
つた介助ができようになり、畷Uのモチベーションが 1プバる。
03年Π

眠り SCAN の述川にも慣れ、ご利川打様のA肌に介わせた事故りス
クマネジメントが"j能になり、事故ゼロがj棚寺できる。

11Nり SCAN 導人後、介巡職Uへのアンケートを火施。 j上了り業1秀の

,帷減効果(,1方室への時問等)、転個R"攸への俳れからくるΠ々の心

"!的ストレス嵯減効果などについて、聞き取りをし、'録にまと

める。

F



3 事業・導入スケジュール

期問(つ定)

令和5年8月1日~

令和 5年8月20日

施設長、介護係長、ユニット

リーダーを中心に、見守り業

務の状況分析・問題点の洗い

出しを実施し、機種選定・導

入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活

用・効果検証の各担当者)の

選定、実際に機器を使用する

者(介護職員等)の意見聴取

を実施。結果を事業計画書に

反映。

内

令和 6年1月15日

~令和 6年1月31日

容

令和6年2月1日

~令和 6年2月15日

令和 6年2月16日

~令和 6年2月28日

絲費概要

機器導入。開発メーカーから

の取扱い説明及び職員の習熟

及び教育・研修計画(マニュ

アル整備等)を実施。

令和 7年2月15日

~令和 7年2月28日

導入によるケア方法(見守り

業務)の見直しを予定。

,甫■男'

令和 8年2月15日

~令和 8年2月器日

施設長ほか

1ケ月後での効果検証のため

のアンケートを実施。

実績蝦告。 a 年月)

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(2年同)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(3年Π)

機器設置者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

証の

用

担
使
研

ま



2 補助事業計画書

事

那

業

介護サービスの柯1類

¥・

よ

介姓ロポットの製品宇,

'1 人時期及び台数

1リi

乳 ;1.会1荷11N去人さくら1吊祉会

名
1!f 別養設老人ホームさくらホーム 111 形

0670103脇の

剛人Xはりースの別
※畝町するノjに0を,把人

介護む,件止施股サービス

{製品名]1鵬り SCAN

{導人IU"棚令111 6年 l j1 20 11

{導人台数玲0 介

事業概要(現在の囲題

点・導人台数の妥当牲・

城Uとの導人意鞍の典
イi)

1雅・リース

j】)

施設環嶢としては、枇巡上、①1.,,1室ユニット剛のため、・度の,方室
で 1 名の状態把握しかできない。②ユニット内でも、トイレによっ
て/,,1室同士が鬪吋1て'おり、 jと丁りがH1剣fである。アンケートでは、

枇造上、↓ι守りのしづらさを感じると答えた職Uは、 87.5%。 11N り
SCAN 導人により、粘神的なストレスカレ少し帳減、あるいは嵯波され
ると答えた職Uは、 96'認%となった。以 1二のま古果と上"の①~②か

階 8 ユニット 80 床に対し、 80 台の導人は妥当であり、導3 ・ 4ι3

人することで、転倒やぺッド転落事故の減少に寄リし、城Uのj古小
り業拐の負担幌波に人幅に貞献し、働きやすい職場づくりの推逸に
つながり、嶬aの定着につながると"えられる。

【事業所番り

機器を導人することによ

り述成するΠ標(機器導

人のリ聖年から 3年問、年

度力j)

(契約期闇

定U数 80 名

0導人後(習年) 1年Π

j古丁り業病の負捉,h欝戒と転倒・ベッド転落事故ゼロ
(11Nり SCAX 80 台導人)

02年11

」と丁り継枋の負捉艸減と転倒・ベッド転落来故ゼロ

03年Π

」と1り業務の負扣嵯減と転伊」・ベッド転落事故ゼロ

任 打

期1寺される効采等

.司、".

効架検,祉の方法(効果に

関するデータを客観的な

評仙指標に慕づいて"

金゛)

0導人後(製'粉 1年Π

ベッド 1:のご利川行様の起き上がり・凱床が検知されると、タブレ
ツトで状態が瞬時にわかるため、より適切な介助の対応が口1能とな
る。また、 11郡攻を防ぐためのヒヤリハットをデータで検釧1でき、事
故ゼロが期イ寺できる。 1N難な」古1りからくるストレスの幌減が期1寺
L ヒ_る。

02年Π

囚難なjと1りからくるストレスの.條減により、より心に余裕を持っ
た介助ができようになり、職nのモチベーションが 1二がる。
03年Π

11Nり SCAX の述川にも慣れ、ご利川占様の ADL に介わせた1"攸りスク
マネジメントが"1能になり、 4f故ゼロが1切1寺できる。

年

眠り SCAN 導人後、介設職Uへのアンケートを火施。」とJめ業拐の幌

減効果(肱室への時問等)、転倒Ⅲ故への怖れからくる"々の心」1則1勺

ストレス幌減効架などについて、聞き取りをし、"鉄にまとめる。



3 事業・導入スケジュール

期間( f,1き)

令和 5年8月1日~

令和 5年8月20日

施設長、副施設長、ユニット

リーダーを中心に、見守り業

務の状況分析・問題点の洗い

出しを実施し、機種選定・導

入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活

用・効果検証の各担当者)の

選定、実際に機器を使用する

者(介護職員等)の意見聴取

を実施。結果を事業計画書に

反映。

内

令和 6年1月20日

~令和 6年1月31日

容

令和6年2月1日

~令和 6年2月15日

令和 6年2月16日

~令和 6年2月28日

絲費概要

機器導入。開発メーカーから

の取扱い説明及び職員の習熟

及び教育・研修計画(マニュ

アル整備等)を実施。

令和 7年2月15日

~令和 7年2月28日

導入によるケア方法(見守り

業務)の見直しを予定。

側i冴'

令和 8年2月15日

~令和 8年2月器日

施設長ほか

1ケ月後での効果検証のため

のアンケートを実施。

実績報告。 Q年FD

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(2年目)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業
務の見直し等について、以下の点を反映させること

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(3年Π)

ーーーーーでの取組)

機器設置者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか



2 補助事業計画書

鄭

築

樂

介護サービスの郁類

業

"

介'准ロボットの製品名

'ヅ人時期及び台数

1リi

名 礼会む'井止法人さくら引,1祉会

右
匁捌人所小1舌介護小業所さくらホーム1[1形

【!"業所番1}:0670103548}

購人Xはりースの別
※舷"1するノjに0を心人

短期人所小活介護

{製品名]1鵬り SC'

{消人"影棚令111 6年 IJ1 20 11

{導人介数120 台

那業槻要(現作の冏題

点・導人台数の妥当竹・

職Uとの導人意綻の共

イD

剛

jl

施,没環嶢としては、枇造 lt、①佃室ユニット型のため、・度の訪室
で 1 タ,の状態把援しかできない。②ユニット内でも、トイレによっ
て1',;室向士が航れており、」と丁りが凶難である。アンケートでは、

枇造上、↓'小りのし'づらさを少し感じると答えた職Uは、 100%。 11民

り SCAX 導人により、粘判1的なストレスが少し嵯減、あるいは幌波さ

れると答えた畷Uは、 87.5%となった。以上の§'果と上,矼の①~②か
ら、 2 階 2 ユニット 20 床に文J し、 20 台の導人は妥当であり、導入す

ることで、転倒やべッド転落川故の械少に寄り・し、」般Uの見守り業

務の負扣,峰滅に入幅に貞献し、働きやすい職場づくりの扣二進につな

がり、職Uの定着につながると.号えられる。

・リース(契約期問

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人の習年から3年問、年

座佃1)

定U数 20 名

0群人後(翌年) 1年Π

見守り拠務の負択,詳波と転伊上べッド転落4f岐ゼロ

(11Nり SCI、N 20 介芋}人)

02年Π

jと丁り業傷の負捉幌波と転倒・ベッド転落出故ゼロ

03年Π

見守り業拐の負}1H1桝戒と転倒・ベッド転落事故ゼロ

年

期1寺される効果等

打 ●■、^

効果検証の方法(効果に

関するデータを客観的な

諄価指標に基づいてω

全R)

0導人後α里年)】年Π

ベッド 1:のご利川占様の越き 1:がり・跳床が検知されると、タブレ
ツトで状態が瞬時にわかるため、より適切な介助のヌ"ぶがⅡ1能とな
る。また、 4工故を防ぐためのヒヤリハットをデータで検釧1でき、事
故ゼロが期1寺できる。囚難なj上丁りからくるストレスの幌減が期1寺
じキる。

02年Π

1村難な↓t小りからくるストレスの嵯減により、より心に余裕を持っ
た介助ができようになり、畷貝のモチベーションが1二がる。

03 午 11

雌りSCAN の述川にも慣れ、ご利川打様の AⅨに介わせた心放りスク

マネジメントが"1能になり、事故ゼロが1明1寺できる。

年

11Nり SCAN 導人後、介纏職共へのアンケートを火施。 j上1り業拐の幌

減効架(,山室への時問等)、転伊」東故への怖れからくるΠ々の心"!的

ストレス幌減効果などについて、朋き取りをし、泥録にまとめる。



3 事業・導入スケジュール

期冏(予定)

令和5年8月1日~

令和 5年8月20日

施設長、雨1仂命旻長、ユニット

リーダーを中心に、見守り業

務の状況分析・問題点の洗い

出しを実施し、機種選定・導

入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活

用・効果検証の各担当者)の

選定、実際に機器を使用する

者(介護職員等)の意見聴取

を実施。結果を事業計画書に

反映。

内

令和 6年1月20日

~令和 6年1月31日

容

令和6年2月

~令和6年2

令和 6年2月16日

~令和 6年2月28日

絲費概要

機器導入。開発メーカーから

の取扱い説明及び職員の習熟

及び教育・研修計画(マニュ

アル整備等)を実施。

1日

月15日

令和 7年2月15日

~令和 7年2月那日

導入によるケア方法(見守り

業務)の見直しを予定。

例i、号・

令和 8年2月15日

~令和 8年2月器日

施設長ほか

1ケ月後での効果検証のため

のアンケートを実施。

実績報告。 a 年Π)

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(2年Π)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業
務の見直し等について、以下の点を反映させること

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(3年目)

機器設置者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

'.入計画の,討、ウ導入担

入・活用

の洗

1
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2 補助事業計画書

亊

Ⅲ

業

介准サービスの何類

甘・

行

介没ロボットの製品乳

通イ,1環境柴備の製品名

1リi

名

導人時期及び台数

株式会社ユートビアライフ

名

購人Xはりースの別

裟該寸1する力'に0 を,氾人

介纏付打料・老人ホームやすらぎ苑

(Υ,WD短期人所小活介没

1製品名1蹴床起き上がりセンサーアンシェル(鞁水化学 r業W局)

[導人時1棚

邑ル11^・リース(契約期闇

【現在の闇題点】

人1円行の平均年船が90歳を超え、開設当初に比べ、宥取りのガ

や体訓不良舌・転倒・夜問巡回,坊室による安嘱不安等夜冏の畷Uが

少ない時冏にjとJりが必要なガが増えています。

夜闇、夜蜘行・人・人が複数のjパ室を同時に見守る事ができるの

で、畷Uの負1Ⅱ嵯減と介護サービスの効*化ができます。

働き方改革が叫ばれる中、モニターでりアルタイムに状況を把探

し、データ分析による科学的根拠にJ'づいたヂド御御介巡サービスを

迷やかに捉供することができます。

夜勤者も仮11Nが取れ、*坤11的負川も嵯減でき、また、看取りや休

調不良のガ述にヌ1して、バイタル災'常をアラームで知る事で、異変

にりアルタイムに対応し、 1{治1欠等に述絡ができます。

巡視せず航れてJ七1りができるので入1'"も安心して畷れます。

人j',:Xにとっても、職Uにとっても Win・ win の関係が築けるの

ではないかと思っております。

【導人台数の妥当性】

当施股においては 10年以上1拘から ICT化を推進し、タプレット

も導人し、"録の効*化、業柄の効*化、科学的介護の允火化を進

めており、今1・1の導人台数に関しては科学的介護を進めるうえで'必

唖千Uj欠の数だと思っております。

【職Uとの導人意義の典イn

夜勤帯は、介維職Uが下i輝であり、看取りや休部1不良のガや巡1,JI

劼室による睡慨不安での昼伎逆転になり易い方々の安心唖11Nのガ

法を従前より、探っておりました。そしてアンシェルという跳床起

き上がりセンサーがある出を知りました。

当施設では 10年以 E前から機能訓練を允火させ、述動をして、

食事を共昧しく食べ、安心して'唖11Nをとり、楽しい力jΠを過ごして

いただくにはどうすればよいかを最人の課題としてまいりました。

これを導人する事により、この,課題がさらに良い力'向に邦」延さ

れ、食■Ⅱ・機能訓練・人浴・1唖1鵬を今までより・N分析し、より利

学的なそして商齢打に寄り添った機能訓練'汁1岡冉やケアプランを

イ》和 5年12 j1 15 Π

b"業所番り

定U数

U1業槻要(現征の剖題点・

導人台数の愛当竹・職Uと

の導人恵_筏の北イD

0670401108】

[導人台数] 56台

年

3名

打~ 年 J I )

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導人

の習年から3年問、年座

11D

作成し、科学的な介准サービスの捉{典ができることを胤Uと北イjで

きることを硫イ.;しております。

また、この導人により、城Uの業枋の効*化が1刈れ、職UのΠイ';

ややる気・安心感も川て、業拐がし易くなると思います。

0導人後や謬年) 1年H

機器のデータ分析による恬帳の共イi化

02年Π

データ分析によるケアプランや機能訓練,;111川'りの改洗

03年H

データ分析に基づいた利学的介護の扣:進

期1寺される効果等

0導人後(習年) 1年Π

他職柯!職Uによる情報の北イj化の搖進

02午Π

よりシステマティックな看,;佐・介設の向上と利川舌の

牛活満足度のアッブ

03年Π

介護職Uの負州幌減と介護の允尖と質の向上

効果検舐のガ法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて心録)

3 事業・導入スケジュール

例)介'櫁塒問の短糊、1此1妾・問接負扣の悼減効釆、介緻従斗;井(利川冉)

の満足堤、収立の改丹等にりいて、Π々の1,U"状況が俳認できる11誌等を

Ⅲいるなだ他の介殴サービスⅢ業占等ω参町となるべき内祥等

期間( f,河ι)

令和4年9打1日~

令和 5年3月31日

介設職Uや利川粁の満足度の検';111の為の定期的な状報告,11の作成

令和 5年4月3日~

令和5年4月7日

令和 5年4月10日~

令和 5年5月31日

業務の状況分析・問題点の洗

い出し→施設内の検討委員会

て「';萎i兪

令和5午6月1日~

令和 5年6月16日

内

導入担当者・チーム体制整備

→検討委員会内で導入担当者

を選定

容

令和5年8月1日~

令和 5年8月25日

機種選定 .

資料収集、

実際に機器を使用する職員の

意見聴取→デモ参加の職員へ
アンケートの実施

導入計画の検討→

デモの実施

絲賀概妾

事前協議書の作成、提出

イ'1i占'



令和5年Ⅱ月1日~

令和 5年12月15日~

令和 5年12月31日

令和6年3月1日~

令和 6年3月29日

補助金の内示

業者選定・発注(補助金交付

日決定後)

令和7年3月1日~

令和 9年4月30日

職員の習熟及び教育・研修計

画→導入日の確定、導入時の

操作説明会を実施

効果検証の実施→アンケート

を実施し効果の検証を行い、

業務改善の取組

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

毎年効果検証の実施、業務改

善の取組を行い、状況報告

書 ・事業実施状況調書を提出
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2 補助事業計画i11

亊

水

業

介護サービスの蘓類

業

行

介護ロポットの製品名

通イi環暁懐備の製品右

1リi

名

専人時期及び台数

株式会礼ユートピアライフ

名

雌人Xはりースの別

窯設"1すろ方に0を,i'人

介准村イi料老人ホームやすらぎ苑

U二1坊)11定施股人j',}行牛活介護

[製品名1際床赳き上がりセンサーアンシェル(祐水化学 lt業作幻)

{導人時期1

N亙、一入}・リース(契約期問

{現イ11の制地点】

人j',}打の平均年櫛が90 歳を超え、開役当初に比べ、看取りのガ

や体剖不良者・転倒・夜問巡1川'i方室による安11民不安等夜問の職Uが

少ない時問に見'丁りが必要なガが翊えています。

夜問、夜勣行'人・人が複数の尻室を詞時に」と丁る鄭ができるの

で、職Uの負打N愉戒と介設サービスの効*化ができます。

働き方收革が叫ばれる中、モニターでりアルタイムに状況を把握

し、データ分析による科学的村吋処に基づいた利学的介纓サービスを

速やかに捉供することができます。

夜蜘打も仮11Nが取れ、赫判1的負捫も幌減でき、また、看取りや休

調不良のガ達に対して、バイタル」で常をアラームで知る事で、異変

にりアルタイムにヌ・1応し、 1ξ治「欠等に述絡ができます。

巡視せず解れて見'丁りができるので人j'占も安心して1鵬れます。

人j.,1者にとっても、職Uにとっても Win・ win の関係が築けるの

ではないかと思っております。

【導人介数の賃当竹】

当施股においては 10年以 1二1而から ICT化を":進し,タブレット

も導人し、"録の効*化、業柄の効*化、矛冉、杓介綏の允尖化を進

めており、◇1・1の導人台数に関しては本Plf均介没を進めるうえで必

喪不n1欠の数だと思っております。

【職Uとの導人意裟の共イn

伎"楊は、介護畷Uが丁・薄であり、而取りや体調不良のガや巡川

,;方室による睡慨不安での昼夜逆転になり易い方々の安心睡嘱の方

法を従前より、探っておりました。そしてアンシェルという跳床起

き ltがりセンサーがある事を知りました。

当施設では 10年以 111而から機能訓練を充尖させ、述動をして、

食班を熊1峠しく食べ、安心して睡鵬をとり、楽しい1ザΠを過ごして

いただくにはどうすればよいかを最人の,凱題としてまいりました。

これを導人寸る東により、この課題がさらに良い方向1こ卯:進さ

れ,食UI・機能訓純・人浴・11重嘱を今までより・'則分析し、より科

学的なそして局船占に寄り添った機能訓練,汁1向'1Tやケアプランを

令和 5年12 打 15 Π[導人台数] 56台

【事業所番牙

定U数

事業概安(現仟の岡題点・

導人台数の妥当件・職Uと

の導人意鞍の共イD

0670如Ⅱ08】

年

63 名

刀~ 年 jj )

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導人

の翌年から3年問、年度

力j)

作成し、科学的な介護サービスの捉供ができることを畷Uと共村で

きることを硫イ,;しております。

また、この導人により、職Uの業務の効*化が図れ、職nの1!H,1

ややる気・安心感も川て、業務がし易くなると思います。

0導人後 e謬年)1年Π

機器のデータ分析による恬蝦の典イi化

02年1_1

データ分析によるケアプランや機能訓練.汁11111,1:の收i噂

03年Π

データ分析にJ'づいた利・学的介設の推迅

期イ寺される効果等

0導人後(翌年) 1年Π

他職様職nによる佑帳の共イj化の扣:進

02年Π

よわシステマティックな看池・介股の向上と利川打の

,1才舌満足度のアップ

03年11

介設職Uの負IH,畔減と介護の允火と質の向 1・

効果検'のガ法(効来に関

するデータを客観的な部

価指標に栞づいて'{d全田

3 事業・導入スケジュール

伊D 介,^仏時闇の短紺、心接・問接負捉の軒減効巣、介護従喫打(利川行)

の満足腰、収支の改辨等にりいて、Π々の1,匂1上伏況が祚認できるΠ誌等を

川いるなど他の介纓サービス事業打等の参ぢとなるべき内響等

期問(Υ,定)

令和4年9月1日~

令和 5年3月31日

介護畷Uや利川者の満足度の検証の期の定期的な状報告'牛の作成

令和5年4月3日~

令和5年4月7日

令和 5年4月10日~

令和 5年5月31日

業務の状況分析・問題点の洗

い出し→施設内の検討委員会

で議論

令和5年6月1日~

令和 5年6月16日

内

導入担当者・チーム体制整備

→検討委員会内で導入担当者

を選定

容

令和5年8月1日~

令和 5年8月25日

機矼選定 .

資料収集、

実際に機器を使用する職員の

意見聴取→デモ参加の職員へ
アンケートの実施

導入訓画の検討→

デモの実施

絲賀概要

事前恊議書の作成、捉出

俳」占'



令和 5年11月1日~

令和 5年12月15日~

令和 5年12月31日

令和 6年3月1日~

令和6年3月29日

補助金の内示

業者選定・発注(補助金交付

日決定後)

令和7年3月1日~

令和 9年4月30日

職員の習熟及び教育・研修計

画→導入日の確定、導入時の

操作説明会を実施

効果検証の実施→アンケート

を実施し効果の検証を行い、

業務改善の取組

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

毎年効果検証の実施、業務改

善の取組を行い、状況報告

書・事業実施状況調書を提出

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月までの



2 補助事業計画書

事

事

業

介設サービスの蘓顎

業

占

1リi

介護ロボットの製品名

通イ,;環境鼎備の製品名

名 オーリンク株式会社

名

導人時期及び台数

グループホームあさひ RH業所番1} 0672300431

購人Xはりースの別

必舷汽する力、に0を,祉人

(介没判坊)認知症対応剛共同牛活介護

[製品名]

エスパシアシリーズ1くA.N1471J

ナースコールヰ哨畔ユニット

ウレタンフォームマットレス KE、253

ベッドサイドレール KS・161G

[導人時1棚令和 6年2刀 28Π6り勤

班業桜憾(現在の剖題点・

轡人台数の妥当竹・畷Uと

の導人意裟の典イD

(!Ξ1^リース(契約期冏

機器を導人することによ

り述成する目標(機器導人

のリ1年から 3年闇、年皮

カ"

認知症の利川行で、就寝巾に蹴床する方が助えてきている中で定期

的な巡視だけでは難しくなってきており、不定期での防室等による

峨Uの身体的負川が則え.ている現状を蹄まえ。本件機器を導人する

ことにより、↓t丁り機能を強化し、効*的に訪室に繋げることによ

り、 1!fに佼勤職Uの身休的負川の帷減を1刈る。

定員数

0導人後(聖年) 1年Π

当該機器の操作ノj法を習得することにより、利川行力jに、敲適な防

室頻度を硫住する。

02年Π

前年度に確迄した劼室頻座に応じ、火際に述川し効果を都度検'1〔し

ていく。

03年Π

2年Πと阿様の取矧を継紕し、より最適化を鬨る。

18 名

年

期1寺される効果等

[導人介数1 15台

Ⅱ~

3 事業・導入スケジュール

0導人後(W年) 1年Π

利川占何の妓適な,坊室頻度を確立することで、利川行の就寝時にお

けるより,i乍釧なバターンを把握できる。

02年Π

1二"の把括!をすることで、4加こ夜勤時における畷nの身休的負州の

,畔波が1岡れる。

03年Π

2年Πと同様の取紲を縦統していくことで、身休的負輿のさらなる

嵯波が見込まれる。

年

期問( f,河ι)

効果検,'のガ法(効果に関

するデータを奔観的な評

価指標に栞づいて"鉄)

j])

利川打のケア"鉄にその旨を尾減することで、,修減の度介いをより

具休的に把蝉することができる。

*業所丙における認、知症利川

占対応における現状他握

令和 61F2 阿(予定)

内

令和 6 イに 3月(・f貸ι)

現状把艦した内容を踏主えた

機劉逮定等の対応策検肘

奔

令和 6年4 午(予定)

対応策(案)

意見徴収し、

稙を決定

本什機器の導人・運川棚始

令和 7 q二 3 打(予定)

絲費概要

を介護職t・U川で

文J策及び述定機

本件機器導人後の習熟度介い

をぢ感し、必愛に応じてf剛1

冉の作成、撚作指遵等の尖施

令和 8 イ1二 3 j・1(一Υ,定)

前1-1の状況等を1冉主え、必要

に1心じたケアカ'法や巡税プj1ム

の見沌し(以下適力t実施)と効
果検祉

0円

令和 9年3 剣(予定)

俳「ぢ

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

0円

令和6午度全体を通した効

リ峅矣証の実施

0門

4,161,500 門

令和7年度令体を通した効

牙馴貪,;止Uy矧旭

令和8午度全体を辿した効

果検証の突加

0円

0円

0円

0円

0円
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2 補助事業計画冉

水

水

継

介纓サービスの柯!類

Y・

打

介設ロポットの製品名

'1 人時期及び台数

1リi

名 礼会智井止法人川西福祉会

名
11f別黍護老人ホームそよ風の森

雌人Xはりースの別
必肱「する力に0を,}ι人

介護老人む'1祉施設

[製品名]

XD ソフトウエア Vital Beats

{導人時期]令和 6年1門

水業概安(現作の問題

点・導人台数の妥当竹・

職Uとの導人意裟の典

イi)

瓣

"

当施股は平雄の従来剛1ケ養で叫路川!になっており、現征、夜勤打 2

名で 50 人の人所行の支援を行っている棟が2つぁる。夜問の↓と丁り

について 30分~1時冏おきに訪室しているが、職Uの身体的負担や

粘判1的負"1が大きい。センサーマットを利川しているが、足に触れ

たりするだけでも鳴ったり、マットが気になる人所打もいる。バイ

タルビーツを導人することで、人所行の恬報(肝叩民、覚解、起き上

がり、蹴床、呼吸数、心拍数)をりアルタイムでΠ1視化が川来ると

ともに適切な時問で,訪室川来ることで職Uの身休的や心"的負担帳

波を図る。また、ご利川行様の安眠を妨げていた河能竹もあったた

め,呼鵬状態を把蝉することで安11Nにつなげる。今現作 50 人中 6~

7 台のセンサーマット使川しているため、 13 台導人が妥当とぢぇ

る。

【水業所行〒1}:0俳2600152】

・リース(契約期問

定U数

機器を導人することによ

り述成するΠ標 G幾器導

人の翌年から3年問、年

麼力"

[導人台数}

100 名

年

0導人後(モ4"り 1年Π

導人機器の使刑方法について職Uが刈知する。要観察人所者の状況
を把蝉し、安令性を恂上させる。職Uの負"川愉戚。

02年Π

導人したことでの安个竹の検,il〔と人所打への効采検副:、サービスの
貿の向 1二、職U負川幌減。介忽人材定箸。

03年Π

さらなる安令竹の検証とサービスの質の向上。介没人材定箸。

13 ム

jl

効果検証のガ松(効果に

関するデータを奔観的な

諄価指標に基づいて"

録)

ー、^

期1占される効宋等

年

事業・導入スケジュール

0導人後 e1雛毛) 1年Π

夜闇の転倒等の小故減少。モニター確認することで的確な肋室によ
り、職nの負邦嵯減、業務の効*化。

02午Π

介隆サーピスの質の向上、働きやすい職場'づくり、介護人材定着

03作Π

介設サービスの質の祠上、働きやすい畷場づくり、介護人材定着

身体拘来適正化委U会で導人前後の評仙、検.;111等を行'う。

期問(、f,定)

業務の状況分析・問題点の洗

い出し

導入担当者・チーム休制整備

(導入・活用・効果検証の各

担当者)事業計画に反映

身体拘束適正化委員会にて課

題分析、導入、効果、検証を

行っていくこととする。(た

だし事故防止や看取り期等で

の使用も出来る為、入所者の

状態や使用用途によって、検

討する委員会が変わる。)

夜間帯、少ない職員で入所者

を見守ることになり、職員の

身体的粘神的負担や不安があ

る。センサーマット使用して

いるが、誤作動でセンサーに

振り回されることもあった。

モニターを依頼され使用した

ところ、入所者の状態が

分かりやすく良かった。

内

令和 5年4月~5月

容 絲費概要 1応ノ5

令和5年6月~7月

機種選定・導入計画の検討

実際に機器を使用する者(介

護職員等)の意見聴取

入眠状況の可視化のための機

器について情帳を収集し、職

員にも意見を聴収しながら導

入に向けて検討する。

業務の負担怪減や身体的精神

的負担の軽減につながること



令和5年8月

や、認知症入所者の生活のり

ズムの改善や根拠に基づく認

知症ケアにつながることを期

待する。

令和 5年10月

令萪15年Ⅱ月

事前協議書の作成、提出

補助金の内示

令和 6年1月~2月

機器導入時期

補助金交付決定後速やかに導

入する。

職員の習熟及び教育・研修計

画(マニュアル整備等)機

器導入

令和 6年2月~3月

機器導入の使用方法について

の説明会を行い、職員に周知
司、る。

導入によるケア方法の見直し

予定

身体拘束適正化委員会(事故

対策委員会、看取りケア委員
^

ケア向上委員会)で可視;τ式、

化された入所者の情報を分析

し業務内容や事故防止、認知

症ケア等の検討につなげる。

効果検証の結果に基づいた

業務改善の取組検討(実績

報告から3年月までの取

組)

令和 6年6月~7月

令和7年1月~2月

効果検証の実施

し効果検証を行う。

身体拘束適正化委員会(事故

対策委員会、看取りケア委員
Z、、

ケア向上委員会)にて;工式、

業務の効率化、職員の負担軽
減・根拠ある認知症ケアにつ

いて、導入前と導入後を比較

効果検証の結果に基づいた

業務改善の取組検討(実績

報告から3年同までの取

組)

身体拘束適正化委員会(事故

対策委員会、看取りケア委員
Z)、

ケア向上委員会)にてユ=、

効果検証の結果に基づいた

業務改善の取り組みを検討

し、日中の活動や入眠状況

の数値の変化をみながら、

事故防止、根拠ある認知症

ケアを推進していく。ま

た、職員の負担軽減になっ

ているか、働きやすい職場

環境になっているかも検証

する。

身体拘束適正化委員会(事故

対策委員会、看取りケア委員

ケア向上委員会)にて
メら、
ユ=、

効果検証の結果に基づいた

業務改善の取り組みを検討

し、日中の活動や入眠状況

の数値の変化をみながら、

事故防止、根拠ある認知症

ケアを推進していく。ま

た、職員の負担軽減になっ

ているか、働きやすい"筬場

環境になっているかも検証

する。

効果検証の結果に基づいた

業務改善の取組検討(実績

報告から3年Rまでの取

組)

令和8年1月~2月



令和 9年1月~2月 身体拘東適正化委員会(出故

対策委員会、看取りケア委員

ケア向上委員会)にて;王式、

効果検証の結果に基づいた

業務改遮の取り級みを検討

し、日中の活動や入眠状況

の数値の変化をみながら、

事故防止、根拠ある認知症

ケアを推進していく。ま

た、職員の負担怪減になっ

ているか、働きやすい職場

環境になっているかも検証

司→る。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・1剖題点の洗いIUし、イ機稙選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム作制整備(導入・恬用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する者

ニュアル整備等)、キ導入によるケアカ法の見直し予定、ク効果検証の実施、ケ効果検

証のミ占果に基づいた業務改哲の取組検討(実績帳告から3年Πまでの取組2 補助事

・乏計'i岡;!1 、'、
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水

補助事業計画書

水

υ.

介護サービスの神類

業

占

介護ロボットの製品名

'ツ'人 1寺期及び台数

1リi

名 社会IM祉法人川四智井止会

名
短期人所小活介設事業所

則人父はりースの別
※該町するbに0を"人

指定短期人所小活介護舉業所

[製品f,1

XDソフトウェア Vital Beals

1導人"占1鯛]令ln 6年1打Π

出業概優(現作の制題

点・導入台数の妥当竹.・

職Uとの導人意鞍の典

イD

そよ風の森

亊業1折?砕リ:0672600129

"

Ⅱ

当施設は平船の従米剛特鰹で阿路剛になっており、現在、夜勤占 1
名で 20 人の入所打の支援を行っている。夜問のjι守りについて 30

分~1時問おきに,防室しているが,作宅で小活している利川おのノj

がご利川されるため、堺嶢の変化や認匁】症により行動が統めないこ

とがある。畷n 1人の貨任と身休的負捉や*古神的負IHが大きい。セ

ンサーマットを利川しているが、足に触れたりするだけでも鳴った

り、マットが気になる人所行もいる。バイタルビーツを導人するこ

とで、人所ノテの情報(肝則民、覚酬、起き 1二がり、蹴床、呼吸数、心

拍ぞ0 をりアルタイムで河視化が川来るとともに職Rの身休的や心

"!的負川,嵯減を1刈る。また、ご利則打様の安眠を妨げていた可能竹
もあったため、唖11N状態を把握することで安眠につなげる。◇'現在
20 人中 2~3 台のセンサーマット使川しているため、 3 台導人が妥当

とノテえる。

・リース(契約期闇

定R数

[導人台数]

機器を導人することによ

り述成する口標(機器導

人の器年から3年闇、年

度力D

加名

年

3ム

刀

0導人後(聖年) 1年Π

心人機器の使用ガ法について介設Uが周知する。妾観察人所者の状
況を把援し、安令性を向 1二させる。職Uの負択帷減。
02年Π

導人したことでの安令性の検証と人所者への効果検'111、サービスの
質の向 lt、畷R負}H嵯減。

03年Π

さらなる安令性の検'証とサービスの質の向 1二。

.■^

期1寺される効果等

年

効果検証の方法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標に基づいて祀

録)

0導人後や謬年) 1年口

夜問の転倒等の事故減少。モニター硫認することで的確な.沽室によ
り、胤nの負打N県減、業疹の効*化。

02年Π

介准サービスの質の向トハ働きやすい峨場づくり、介巡人材定着
03年Π

介綏サービスの質の向 1:、働きやすい職場づくり、介股人材定着

亊業・導入スケジュール

身体拘東適11三化委U会、那岐対策委U会で導人前後の評価、検',1〔等

をfj'う。

期間(予定)

業務の状況分析・問題点の洗

い出し

導入担当者・チーム体制整備

(導入・活用・効果検証の各

担当者)事業計画に反映

身体拘束適正化委員会、事故

対策委員会にて検討する。

夜問帯、少ない職員で入所者

を見守ることになり、職員の

身体的精神的負担や不安があ

る。センサーマット使用して

いるが、誤作動でセンサーに

振り回されることもあった。

モニターを依頼され使用した

ところ、入所者の状態が

分かりやすく良かった。

令和 5年4月~5月

内 容 絲佐槻要

令和 5年6月~7月

イf;ト,亨

機種選定・導入計画の検討

実際に機器を使用する者(介

護職員等)の意見聴取

入眠状況の可視化のための機

器について恬綴を収集し、職

員にも意見を聴収しながら導

入に向けて検討する。業務の

負担軽減や身体的粘神的負担

の怪減につながることや、 認

知症入所者の生活のりズムの

改善や根拠に基づく認知症ケ



令和5年8月

令和 5年10月

アにつながることを期待す

る。

令和 5年Ⅱ月

事前恊議書の作成、提出

補助金内示

令和 6年1月~2月

機器導入時期

補助金交付決定後速やかに導

入する。

職員の習熟及び教育・研修計

画(マニュアル整備等)機

器導入

令和 6年2月~3月

機器導入の使用方法について

のマニュアルについて誰でも

同じ操作が出来るように情報

共有する。

導入によるケア方法の見直し

予定

令和 6年6月~7月

身体拘束適正化委員会、事故

対策委員会で可視化された入

所者の情報を分析し業務内容

や事故防止、認知症ケア検討

につなげる。

令和7年1月~2月

効果検証の実施

身体拘束適正化委員会、事故

対策委員会で業務の効率化、

職員の負担軽減・根拠ある認

知症ケアについて、導入前と

導入後を比較し効果検証を行

つ。

身体拘束適正化委員会、事

故対策委員会で効果検証の

結果に基づいた業務改善の

取り組みを検討し、日中の

活動や入眠状況の数値の変

化をみながら、事故防止、

根拠ある認知症ケアを推進

していく。また、職員の負

担軽減になっているか、働

きやすい職場環境になって

いるかも検証する。

効果検証の結果に基づいた

業務改善の取組検討(実績

報告から3年目までの取

組)

令和 8年1月~2月 効果検証の結果に基づいた

業務改善の取組検討(実績

報告から3年同までの取

組)

身体拘束適正化委員会、事

故対策委員会で効果検証の

結果に基づいた業務改善の

取り組みを検討し、日中の

活動や入眠状況の数値の変

化をみながら、事故防止、

根拠ある認知症ケアを推進

していく。また、職員の負

担軽減になっているか、働

きやすい職場環境になって

いるかも検証する。

令和 9年1月~2月 効果検証の結果に基づいた

業務改善の取組検討(実績

報告から3年月までの取

組)

身体拘束適正化委員会、事

故対策委員会で効果検証の

結果に基づいた業務改善の
取り組みを検討し、日中の

活動や入眠状況の数値の変

化をみながら、事故防止、

根拠ある認知症ケアを推進

していく。また、職員の負

担幌減になっているか、側」



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、突施方法、体制づくり、業

務の見画し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・冏題点の洗い出し、イ機種送定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研
(マニュアル整俳H制、キ導入によるケア方法の見随し予定、ク効果検証の

ケ効果検証のミ占果に基づいた業務改善の取組検討(実績般告から3年月ま

きやすし"幟場環境になって

いるかも検証する。

ー
ノ





2 補助事業計画書

来

水

り・

介准サービスの柯1顎

業

占

介護ロポットの製品を,

通イ,1環境整備の製品牢,

}折

才,

導人時期及び台数

礼会告村止松人止覚会

名

剛人父はりースの別

※該当する方に0を"人

1寺別養護老人ホームライフケア}熊森{事業所排1}:067080040田

介鞭老人智井止施設

[製品名1

株式会社エヌジェイアイ

安心ひつじa

円人時期1 令ln5年10打(;1杣力金決定後)1導人介数]

ぐ!!::)・リース(契約期問

【現作の冏題点】

R期的な課題として、介護人材不足による介護職nの負州増があ

ります。11別挫護老人ホームにおいては、妾介股3~5 の身体介護

中,n度のガが人所されており、看取り期にあるガも含め、急j針木訓

変化があります。それに加え.、屯度認気1症のガの人1折も垪加してお

り、認知機能や励力の低卜による転倒尋砧文も増えている現状があり

ます。これらの剖題点から、ご利川行の小活の安令を丁り、畷Uの

粘御的不安や身体的負択切岬減を関っていきたいと"えます。

【導人台数の妥当竹】

1!f別養綏老人ホームにおいては、乍活機能の向ヒや利川'冊人の

打0.支援に向け、安心して牛活できる環境を柴えていく必要がある

と冴え、ベッドセンサーを令ご利川行分80 台導人をします。機器

を効果的に活川してぃく為、令和2年度に介護ロポット導人支援の

補助令を活川して、ユニット剛ショートステイへ導人したべッドセ

ンサー(バイタルビーツ)がイi効であった為、1"判養設老人ホーム

へ広めたいとノ9えます。ノ>阿導人する安心ひつじの機能をメーカー

に確認したところ、バイタルビーツと1司じ機能を持ち、且つ法人で

使川している介世ソフト(ND ソフトウェア)と述動するようにな

つたとのイ,〒机から、安価な物で台数を多く導人したいと芳えます。

【職Uとの導人意裟のルイn

令和 2年に ICT 導人支援事業費補助金を使川して、施没館内の

ネットワークをWi-Fi化させてもらいました。その後、介護ロポ

ツト遵人支援尋f業佐補助金を活川し、ユニット刑ショートステイや

グループホームにj上小りセンサーを導人し、効果の検.;11'をしてきま

した。補助令の活川以外でも介姓ソフト(ND ソフトウェア)を導

人し、介護ソフトと述動した、タブレット、ネックスビーカー、バ

イタル訓11定機器を導人しました。職Uの作業時闇の効*を叔1り、ご

利川行の安心した乍活に繋げることができています。この度の小'

では、1"刈鰹護名人ホームと短期人所生活介維事業所にj上、了りセン

サーを導人することによって、令和 2年度に'汁1向したものが完ま占す

るものと位殴付けています。

定U数

ι"業概要σN在の闇題点・

導入台数の妥当竹・職nと

の導人意設の共イD

年

80

Ⅱ~ 年

80 'ー'

jD

導人にあたっては、これまで、ブライバシー气励淳厳の観点から、

j上1リセンサーに蚊らない介世を火践してきましたが、」と1リセン

サーを融介させることでご利川打・人ひとりの小活パターンを州

解し、眠りの浅い深いまで可視化できる機能を川い、※先回りでき

る支援、乍活の質を商める介護を火践していきます。介護職↓・1に対

しては会議や勉強会を通し、ブライバシーや惇厳について"!解を深

め、共辿川!解しています。

※11ξ覚会では、ご利川占の思いやしたいことを予剥し、前もって刈

処できる支援を巳制田りできる支援」と称します。

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導人

の習年から3年問、年度

力j)

0導人後 e剖"り 1年Π

・令和2年度年に導人した際、法人のりスクマネジメント委U会で

作成した指針にJ'づき、職U研修や使川マニュアルを活かし、機

器操作に習熟できるよう環境を察えます。

・介設ロボット導人で、ご利川占、1般Uに対するメリット・デメリ

ツトを)Kげ、介洪ロボットに頼る介池ではなく、介設ロポット売

活かす介護としていきます。

02年Π

・小活パターンの"!飢から、※先回りできる介没を判!解します。

・転倒、転落等のりスクを事前に発」ι・嵯減し、ご利川者が安令に

牛活できる環境を整えます。

03年Π

・介護ロボット使川による対応データを集帯上分析することで、ご

利川行の行動傾向をN飢し、先川りできる支援を打い、介巡サービ

スの質の向上を1刈ります。

・ご利川省の安心感、安令、満足感が将られる支援を捉供します。

※成覚会では、ご利川打の思いやしたいことを予測し、前もって対

処できる支援を巳樹"1りできる支援」と,、Tいます。

期イ寺される効果等

0導人後α1年) 1年Π

・施設で生活する利刑古の帷厳、人杯、プライバシーを深くN解し、

介設畷Rとしての倫N観を学ぶことができる。

・夜問の師嘱状態の"/視化ができ、迪切な排iⅢ介助等がⅡj能になり

安眠の確傑に繋げ、光回りできる支援が"1能となる。

・転倒や事故を訓坊することができ、ご利則打の小活の安企を1る

ことができる。

・身体状態の忽変時の¥期発見、 Y.急な剣応に繋げ、職Uの粘御的

不安が,11郁'する。

02年Π

・乍活バターンの州創.により、それまで気付けなかった視点でのア

プローチに繋げることが川来る。

03年Π

・介渙職Uの観察力やi祠察力が向上し、ご利用打のQOLの向上に

梁げることが出来る。



効果検飢のガ法(効果に関

するデータを響観的な評

価指標に基づいて,祀録)

・介護職兵の負択の,怪減させることによって、畷場環境の收辨を図

り、職員の剛繊御艇の低減を図る。

3 事業・導入スケジュール

・職aアンケートのリι施を行い、身体的負IH、粘御的不安,咋減の検

証を行い、職Uの意纛の変化を確認します。

・毎年火施している「ご利用者・ご家欣満足度・意向剖査」に項Π

追加し、調杏を行います。

・事故報告円・にて導人前後の什数内容の比較をし評価を行います。

期問(Υ,定)

R5年4 刀 1 Π~

R5年5 j1 31 Π

R5年5 j1 1日~

R5年6 j] 30 Π

R5年7刀1Π~

R5年8 j1 31 Π

介護ロポット尊入に向けて樂務状況の

分析

剖題点の洗い出し

内

課題となる背景より機赫の送定

導入に向けた,11'11川策定

R5年8 打 1 Π~

R5年811 31 臼

容

■ 導人後の介護の作り方について

1下し<い

導人1-1的の共右

尖際に機器を使川する介護職Uの意兌

聴取をする。

.

R5年9 j」 1 11 ~

R5年10 j1 1 Π

機器導人にあたり、チーム体制の整備

を行う。

係長、 1三任、副_醒任が上となり、活用

とその効果の検"1を行っていく。

補助金中詰

絲費概要

R6年 lj」 1日~

R7年3 j」 31 Π

R5年Ⅱ打 1臼~

R5年11 打 31 n

介護ロボット導入下絖き

(県より'交村決定後に火施)

機器使川にあたり指針の作成

職Uの習熟及び教育の為、職R向けに

研修会の尖施

R5年12 刀 1 Π~

R6年1 刀 31 Π

俳j冴'

機器導人による介巡方法の評仙iと介護

の見lnし。効果の検証。

検'1除占果に基づき、業務改辨の取り紕

みを再検討する。

(PDCAサイクル)

峨U向けにフォローアップ研修

ご利川者、

ただく。

使川方法についてマニュアルを作成す

る。

述川を開始する。

ご家欣への脱明、同意をい

.

磁人1? 3,920,000円(アムザ〕

股朧贄等導人砧経費

1,479,900円(アムザ)

389,576円(メコム)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

導入計画の検討、問題点の洗い出し、 当

効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す(導入

の

ト手
口



2 補助事業計画書

那

那

樂

介設サービスの柿類

業

占

介護ロポットの製品名

逓イ,;環境峡俳の製品名

j折

名

導人時期及び台数

社会お,件IH厶人 lf覚会

名

肌人Xは

※該「寸る

ライフケア 1.1、{ゞt

指定短期人所牛活介護

リースの別

方に0を祉人

[製品名]

株式会礼エヌジェイアイ

安心ひつじa

[導人時期]令和5年10門(補助令決定後)[導人台数1

短期人所1活介没事業所

{'1業所排lj:067080049田

d三二:》・リース(契約瑚闇

【現仟の剖題点】

長期的な,深題として、介護人材不足による介護職Uの負担増があ

ります。また、短期人所においてはご利川古の利川中における環境

の変化に作う心身状態の変化があります。それに加え認知症の方の

利川も垪加しており、認知機能や筋力の低ドによる転倒東故も増え

ている現状があります。これらのⅢ1題から、ご利川打の小活の安令

を丁り、職nの1,'」神的木安や身体的負知.の峅減を1刈っていきたいと

門えます。

【導人介数の妥当竹】

短期人所水業所においては、Ⅱ1能な限り作宅での小活を意戚した

うえでサービスを利川することが求められており、乍活機能の向上

や利川行佃人の"立支援に向けて、環境を黎えていく'必要があると

占,いべッドセンサーを定U数の 16台導入をします。機器を効采

的に活川していくため、令和2年座に補助令を活川してユニット剛

ショートステイへ導人したべッドセンサー(バイタルビーツ)がイj

効であった絢、短期人所Ⅲ業所へも広めたいとぢぇます。ノ>回導人

する安心ひつじの機能をメーカーに硴認したところ、バイタルビー

ツと阿じ機能を;庁ち、且つ法人で使川している介護ソフト(ND ソ

フトウェア)と述動するようになったとのイ,リ報から、安価なもので

台数を多く導人したいと冴えます。

【畷nとの導人意鞍の典イi】

令和 2年に ICT 導人支援事業費補助金を使川して、施設館内の

ネットワークを Wi-Fi化させてもらいました。その後、介護ロボ

ツト導人支援Ⅲ業佐補助令を活川し、ユニット剛ショートステイや

グループホームにjt1リセンサーを導人し、効果の検.征をしてきま

した。袖助令の活用以外にも介設ソフト(ND ソフトウェア)を導

人し、介股ソフトと述動した、タブレット、ネックスピーカー、バ

イタル剥定機器を遵人しました。職Uの作業時問の効*を図り、ご

利川打の安心した小活に繋げることができています。この度の小,清

では、1"}リ養池老人ホームと短期人所小活介准事業所にjと小りセン

卓朶概聾(現在の刑題点・

導人台数の愛・当竹・職Uと

の導人意襲の北イD

定U数

年

16

打~ 年

16 ム

j、j )

サーを轡入することによって、令和 2年度に'什1111jしたものが完§古す

るものと位羅付けています。

導人に当たっては、これまで、プライバシー气、浮厳の観点から、

↓ιJりセンサーに頼らない介纏を火践してきましたが、j古丁りセン

サーを融介させることで、ご利川行・人ひとりの牛活パターンを知

り、11Nりの浅い深いまで川視化できることから、※先川りできる支

援、小活の質を商める介設を火殿していきます。介股畷Uに剣して

は、会.礒や勉強会を通し、プライバシーや鄭厳について"!飢を深め、

北通N觧しています。

※止覚会では、ご利川打の思いやしたいことをア測し、前もって対

処できる支援を「先1"1りできる支援、1 と称しています。

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導人

のり・1年から 3年問、年度

力i)

0導人後('緩年) 1年Π

・令和2年度に導人した際、法人のりスクマネジメント委a会で作

成した指針にj上づき、職U研修や使川マニュアルを活かし、機器

操作に習熟できるような環境を柴えます。

・介,没ロポット導人で、ご利川゛1、職Uに対するメリット・デメリ

ツトを)雁げ、介世ロポットに頼る介池ではなく、介維ロボットを

活かす介設としていきます。

02年「1

・小活パターンのH!創から、※先1川りできる介設を"!觧します。

・転倒、転落等のりスクを1Ⅱ前に発見・嵯減し、ご利川行が安令に

小活できる環暁を整えます。

03年1-1

・介股ロポット使川による対応データを染約・分析することで、ご

利川打の行動傾向を"!飢し、※先1川りできる支援を行い、介護サ

ービスの質の向 1二を1刈ります。

・ご利川打の安心感、安令、満足感が得られる支援を捉似します。

※111覚会では、ご利j11打の恕、いやしたいことをΥ,獣11し、前もって剣

処できる支援を「先川りできる支援」と称します。

期1寺される玉力果等

0導人後(翌年) 1年Π

・施股で牛活する利川行の惇厳、人机、プライバシーを深く川!解し、

介護峨Uとしての倫理観を学ぶことができる。

・夜間の唖眠状態の"1視化ができ、適切な排1Ⅲ介助等が"1能になり

安11Nの確傑に繋げ、先回りできる支援が"1能になる。

・転倒や事故を刊坊することができ、ご利川行の小活の安令を'1る

ことが川来る。

・身休状態の急変時の¥期発見、 Y'忽な対応に繋げ、職aの料ホⅢ内

不安が,祥減する。

02年Π

・乍活パターンの理解により、それまで気村けなかった視点でのア

プローチに繋げることが川来る。

03年Π

・介護職nの観察力や刑察力が向上し、ご利川打のQOLの向上に

繋げることが川来る。



効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な部

価指標に基づいてω録)

・介護畷aの負IHの,帷減させることによって、職場環境の改涛を図

り、職員の蹴畷*の低減を挟1る。

3 事業・導入スケジュール

・職nアンケートの火施を行い、身体的負択、励杣的不安帷減の検

,証を行い、職nの意散の変化を確認します。

・1ル年尖施している「ご利川X ・ご家族満足度・意向剖介」に項1_1

逃加し、開査を行います。

・事故報告'"にて導入前後の什数内容の比較を行い諄価を行います。

期問(予定)

R5年4打1Π~

R5年5 刀 31 Π

R5年5 j] 1 臼~

R5年6 j] 30日

R5年7刀1Π~

R5年8 j1 31 Π

介世ロボット導人に向けて業務

状況の分析

刑題点の洗い川し

内

R5年8 打 1 Π~

R5年8 j、1 31 Π

・課題となる背景より機種の送定

・導人に向けた,汁画策定

・導入後の介護の在りガについて

;下し△い

・導入Π的の北イj

・突際に機器を使川する介維職U

の意見柚取をする。

R5年9刀1Π~

R5年10 打 1 Π

絲塑概要

・機器導人にあたり、チーム体制

の柴備を行う。

・係長、卞任、副 1ξ任が 1{とな

り、活用と効果の検証を行って

いく。

・補助令小'

R5年11 打 1 Π~

R5年11 j、1 31 Π

R6年1刀 1 Π~

R7年3 j1 31 H

例i/5'

R5年12 j・」 1 Π~

R6年 lj] 31 Π

・介設ロボット導人下紕き

(県より交付決定後に火施)

・機器使川にあたり指針の作成

・職nの習熟及び教育のね、職U

向けに研修会の突施

・ご利川者、ご家族への説明、向

意をいただく。

・機器導入による介護方法の評価

と介護の見心し。効果の検誠。

・検,;11沫古果に基づき、業務改誇の

取り紕みを「1j検'寸する。

(PDCAサイクル)

・職n向けにフォローアップ研修

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

使川方法についてマニュアル売

作成する。

述用を開始する。.

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年同までの

備人IU 784,000円(ア

ムザ)

股般豊等弊入砧経贄

456,580円(アムザ〕

フフ,924円(メコム)

奔



2 補助事業計画書

事

那

業

介護サービスの師類

業

行

(介護老人福祉施設)

1リi

乳

名

社会む井'去人松風会

1"判養設老人ホームはとみね荘

何1業所番リ:伽72600095 】

介護ロボットの製品名

'!人時期及び台数

介設老人福祉施設

[製品名][導人台数]

0介護ロボット

・パラマウントベッド製 11Nりスキャン 2 台

アッブル製 ipad を付鵬
0通イ.1環境察備

.バッファロー製

法人向け管」'1!占機能搭,咸アクセスホ'イント畭P1卜1266R 24 台

レイヤー2 Gi部 POC スマートスイッチ 8 ホ'】卜 BS-GS2008P I 「1

レイヤー2 Gi部 Poe スマートスイッチ 16 ホ'ート BS-GS2016P 3 台

・・式ネットワーク 1t"1

ネットワーク機器納人・式

{導人時1棚令和5年12打~令和6年1刀

雌人Xはりースの別
裟肱',1すろ力'に0を'氾人

定U数

購・リース

j l )

Ⅲ業概要σ兄征の剛題

点・導人台数の妥当性・J'1、

職aとの導人意襲の父

イi)

6 2 名

j古Jり機器導人後に、介没時冏の短締、負州の,帷減効果等のアン

ケートを職Uに尖施する。

介維科リーダー会議等で、人j,,}占のガの岼印Nの質改辨について、

測定データにJ'づいて検';1〔を行い、不11民や昼夜逆転觧消事例等の

分析をする。

0現作の剖題点

・ f,算の逼迫や人11減の中で、介段・看護職aのマンパワ一を増や

すことは難しく、そのような中、人刷者様の多様な二ーズに応える

ためには、アセスメントに茲づいたケアと城Uの効*的な働き方が

必要となっている。

0導人台数の妥当性

・看取り期のノjがいる時にはバイタルサイン等の把握のため、いな

い時は昼夜逆転傾向のノjの睡11民アセスメントに、11民りスキャンを使

川する。t製られた台数を大切に使則することで、正確な効果測定を

行いたい。

0職nとの導人愆義の共イi

・令川老人福祉施設恊議会卞催の ICT 導人火地施役仙修に複数の職
Uが参加し、火際に眠りスキャン等を導人している1.H冬ホームを視
察した。介護ロボットや ICT 機器を導人している施設では、そのこ

とが日々のケアの改所・へつながっていることを突感している。

またメーカーの,配Ⅲ1も開き、ケアの質の向 1:や介纓負担の幌減の

ために介姓ロポット等を火践してみたいという認徽を職Uで北イjし

しいる。

(契約期冏 年

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人の聖年から3年問、年

度佃ヲ

打

0導人後(習年) 1年Π

・j七丁り機器のΠ的や使川ノj法の職n研修を行う。
・モニターの"録や起j',}作動時の原囚を城U闇で北イiし、人j,,1打ア

セスメントに活川し、ケアプランの内奔や佃別ケアにつなげてい
く。

02年Π

・できるだけ多くの人1,,;行の力の1唖峨アセスメントを行い、その方

の牛活ペースに介わせたケア方法を確住する。

・看取り介護の方に剣するバイタルサインから、事例を飛ねたこと

により、アセスメントをさらに細かくできるようになる。

03年Π

・新規人1パの都度、岼城アセスメントを行い、,1!めにその方に会わ

せた小活りズムを硴、'11できるようにする。

・看取り介准1侍のアセスメントを分析し、より安楽で安心感を持っ

て看取り期を過ごしていただけるようになる。

ー、] 年

期イ寺される効果等

0導人後 a難杓 1年Π

・新機器を導人することで、新しい気づきを得て、ケアガ法の改円

につなげる。

・折収り介没突施時のバイタルサインを1明硴にすることで、職貝の

心N!的負1Ⅱ感の嵯減を関る。

02年Π

・唖嘱アセスメントを行い、適時適切な排淋ケアや起きる時問の把

抽}による転倒・転落訓坊につなげる。

・看取り期のノjのバイタルなど適切な,姑鉄を残し、ご家欣の方に安

心していただく。

03年11

・機器導人でホーム个体のケアの質向 1二をR1り、人1',;打皆様の満足

度向上につなげる。

・機器導人で、人院Π数を減らし、収支が改"され、城a1寺赳や労

働環境の改辨を進められる。

効果検誠の方法(効果に

関するデータを客観的な

評仙i指標に菓づいて,M

録)



事業・導入スケジュール

期問(Υ,定)

令和 5年6 j]フロ

令和5年6円16Π

令和 5年6円 23 0

排紲予測デバイス業者説明

令和5年7円7日

内

ICT機器導入施設視察

(眠りスキャン・インカム等に

ついて情報を得る)

令和5年7円31日

容

介護科リーダー会議で施設視察

報告。1CT機器導入を前向きに

検討していくこととする。

令和5年8"250

業者と柄一fj設備、内線通話、

ナースコールについて打合せ

令和 5年9月29日

絲費概妾

業者と柄一n 設備、パソコンシ

ステム、介護ソフトの打合せ

令和 5年10 "~12 H

M一打設備黎備と眠りスキャン

導入を介護科・リーダー会議で確
認

令和 5年12 冴~
令和6年1刈

令和 6年2j]

法人理事会で見'小り機器導入と

通偏環境雅備の議樂を恊議

佃".ヒ・

令和 6年3jj

補助金交付決定後、 M-n設備

紫備の入札及び施下業者決定

令和6年4刃~

令和7年3H

柄・fi設備整備下事及び見守り
機器導入完了

令和 7年4月~

令和8年3好

令和8年4打~

令和9年4円

する者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

修計画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

実施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年同ま

での取組)

導入機器について職員研修実施

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

当者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

事業突績報告書を提川

導入機器活用と効果検証後、
業務改雪検討

ノ゛ー

導入機器活用と効果検証後、

業務改筈検討

導入機器活用と効果検証後、
業務改舌検討

1年H

突績報告

2年目

実績報告

3年日

突績帳告



補助事業計画書

Ⅲ

東

V・

介股サービスの樋類

業

打

(短期入所生活介護)

1折

名

名

村.会智'1祉法人松凪会

4"刈艦護老人ホームはとみねⅡ

【事業所吊1}:06π600095 】

介設ロポットの製品f,

'汁人 11寺期及び介数

短期人所,1§舌介護

{製品名]{導人台数]

0介没ロボット

・パラマウントベッド製 1鴫りスキャン 1台

・アップル製 ipad をイ、1j禹

蛾人Xはりースの別
楽段"iする bに0を,氾人

0辺イ,;環境柴備

・バッファロー製

法人向け管」里占機能搭,咸アクセスホ'イン陽APM-1266R

[導人11寺1明}令和 5年1 2 打~令利 6年1刀

定a数

島,」

j])

東業概喫σ兒在の囲題

点・導人介数の妥当竹・

職nとの導人意裟の北

イD

8名

0現在の冏題点

・予算の適迫や人Π波の中で、介設・栃護城Uのマンバワ一を増や

すことは難しく、そのような中、利川占様の多様な二ーズに1ぶえる

ためには、アセスメントに基づいたケアと職Uの効*的な働きガが

必要となっている。

0導人台数の愛当性

・慣れない環境で落ち着かないガのための状況把捉と原囚分析のた

めに11Nりスキャンを使川する。隈られた台数を人切に使川すること

で、止確な効果訓1定を行いたい。

0畷aとの導人意裟の父イi

・令仏1老人む,1祉施設恊議会・11侃の ICT 導人災地施設研修に複数の畷
Uが参加し、尖際に曜りスキャン等売導人しているIM冬ホームを視
察した。介汝ロボットや ICT 機器を導人している施設では、そのこ

とがΠ々のケアの改辨へつながっていることをリι感している。

またメーカーの脱明も開き、ケアの質の向1二や介設負川の嵯減の

ために介准ロポット等を火織してみたいという認識を職Uで共イiし
ている。

・リース(契約期問

4ム

年

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人の剛年から3年問、作

度勿ヲ

刀~

0導人後 e1県年) 1年1-1

・jと丁り機器の1-1的や使川方法の畷n研修を村う。

・モニターの祀録や起1円作動時の原因を職U問で北イiし、利翔者ア
セスメントに活用し、例別ケアにつなげていく。

02年n

・どのような利川者に"民りスキャンを使川すれば、効宋的なのか串

例を飛ね、健康観察、転倒予防につなげていく。
・新脱の利川打への職Uの↓古丁りの負州感を・條減させる。

03年Π

●Ⅱ例を爪ねたことにより、硫,;1〔をもって、家族へも11民りスキャン

のアセスメント粘架を報告し、その方の仟宅サービス継統へ協力

できるようにしたい。

年

期イ寺される効果等

0導人後(鸞!年) 1年Π

・新機器を導人することで、新しい気づきを得て、ケアノj法の故円

につなげる。

・新脱利Ⅲ行の状況を吻確にすることで、職Uの心」里的負択感の幌

減を侠1る。

02年Π

・1唖眠アセスメントを行い、適時適UJな排i世ケアや起きる時問の把

払}等によりψ厶倒・転落Υ,防につなげる。

03年Π

・機器導人でホーム个休のケアの質向上を図り、利川行様の満足度

仙11:につなげる。

・機器導人で、村坤卿杓に利川者売受け人れ、収支が改汚され、職U

待遇や労倒ル靴克の改辨を進められる。

効果検証の方法(効果に

関するデータを客観的な

評仙指標に基づいて'延

全向

jι丁り機器導人後に、介護時問の短縮、負帆の幌減効樂等のアン

ケートを職Uに火施する。

介池利'リーダー会議等で、人j',}才1のガの唖11民の質改辨について、

測定データにj轟づいて検,証を村い、不11Nや昼夜逆転解消事例等の

分析をする。



事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和5年6児フロ

令和5年6円160

令和 5年6 H 23 0

排紲予測デバイス業者説明

令和5年7117Π

内

ICT機器導入施設視察

(眠りスキャン・インカム等に

ついて恬報を得る)

令和 5年7円 31 0

容

介穫利,リーダー会議で施設視察
報告。1CT機器導入を前向きに

検討していくこととする。

令和 5年8円 25日

業者と柄一fi 設備、内線通話、

ナースコールについて打合せ

令和 5年911290

絲費概要

業者と Wi-fi 設備、パソコンシ

ステム、介護ソフトの打合せ

令和5年10"~12月

Wi-n 設備整備と眠りスキャン

導入を介護利・リーダー会議で確

令和 5年12円~

令和6年リJ

号刃
Or.、

令和6年2"

法人凹!事会で見守り機器導入と

通佰環境黎備の議案を恊議

イ肪、与'

令和6年3冴

補助金交付決定後、Ⅲ一Π設備
懐備の入札及び施工業者決定

令和6年4刃~

令和7年3月

佃一fj設備梨備下事及び見守り
機器導入完f

令和 7年4村~

令和8年3円

令和8年4月~

令和 9年411

する者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

修計画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

実施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績帆告から3年同ま

での取組)

導入機器について職員刷修突施

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

事業突績報告書を提出

導入機器活用と効果検証後、

業務改遮検討

導入機器活用と効果検証後、

業務改筈検討

導入機器活用と効果検誠後、

業務改哲検討

1年Π

突績報告

2年H

実紬報告

3年日

突紬報告
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補助門1業計他i'"

冬

郭

無

介'"

焚

ーー

介隆 U ボソトリ)製厶1,1',

逸イ'県嶢懐備d〕製",1,

1リt

佑

ビスの 1爪材i

」り人 11.'i 捌及びイ;数

1;韓人父ルリーソ、の別

'立"」、上る Jj 'ニ._)を;1」ノ、

"'会1品祉怯人山形

γ.
」也城ヰ、"刈詮'亀老人ホー-1、・+十ンシ十イン大ル

し打溪所番号 0690】(川532

地城儁.iゞ型介穫セ人1岳;11,施,1

Ⅱ4".ち」

Vital BeatS 3inl

Pリ人11刷朔 令和 6年

^

じ1嚇大)・リース(契約1切俳1
'.、,^ーーJ

現イ1」の闇顎.・1、,

喫襲1鉦!聖σ見ん山闇瑚.'1b

;0、人介設山愛、当イ1・靴aと

の,11 人'Lテ没山」1オ]')

役務費

,門施iユのヰケ徴として'、Ⅸ療行場小名塾九吹介經者の受U人れを尖

施しており、 6取り介泌の提供{,尖共してい主十。呼吸、心拍の把

払!が、述詳」操作で把仙1できるこ上11、介'段負邦山幌i岐にちなり、介

'剃戡ι1{y弁観的{こ"繊を得、刊川占・、の1寸処が¥'鄭に可能上なる;,

山で・1 体動、睡1拠状1兄主得る二とが"!能なため、払劃' f,1坊、排せ

りへターン庄・力1り、よ" nい介護上援が"1能とな"上、上、

勢ソ、六竣の妥"1竹.

y ド2 0 台{こ対して、 20 台の披謝;をゞ1/ゞナる二上で、佼1削帯. J「、、

山配冊ノ人徽を波らしつ0、質の良いサービスを提供ナるこ上ができ

る上丹戈宅十,

職nとの導人慧徒山共打

・1h部N・や覚酬状況の把1吊ができる、作動や縱床のタイミンタ'がわ力、

り札{倒丁・WJに繋け'しれる等、.ーモ桃を使用した際の感恕を共h し、

行刊Ⅲ行に対 Lてど脚よラ允利.ー.消;'らるか、各駐上iで情机北イ1'し

た

礎n数

1 」1 、↓ H

'「

【導ノ、台效]

2 0 jy,

打~

1遂器を・h 人・}'るこ上に.1、

、h主成・1、る 1-1 燥 q進刷シ邦人

Uy別汗かし 3 仟1切、年慢

/1i)

20 "、'

CP"人後(N易午) 1午目

介淺靴ι1が判川占の生i円ハターンを兇握.

佼1刑惜の介護肌U、、配献の見"'fしを1「いっつ、安定的な介樫従供が可

力11:上バる"

ら2午Ⅱ

郭リ11占の必斐なタイミンクに合bせたケγを提供でき、 QOL 1田上。

機器山J仲人で業務鞁力神蹴敬寸、る心でWιの雨孔ヤケア左擢世でき、利川

行ヅ)満1ι1全がアッフ、1'る、'

τ ^

京族へ刊胴行のlk況左共イ1'でき、喫91等を受け人れ、ケアブラン作

成七ケソ化了謬§.

j])

朔IUされろ効米衿

0芋1人後 C剖年) 1午目

11,伽Nバタ・・ンを力】ることによ"、 H 小の1占動のn{り hを検'寸 L 、刈

用行1月ノ、に介った、述動や1円唖川こ0なけ'られる,

剰fに伐Ⅲ1、イ〒]杖り 1リ1において、 11乎吸、心拍を遠1鞆,M作で兜払珂、るこ

と、で 1,17、ルリイムでの利則音の状1兄IE}1.しア常1こできる。

令国的に介徽職のノ、料不足が絖く小、憐器の縣人で業務挑を沖桝咸

し、貿の良いサービス影提供できるように允る。

02 午11

利用者の排せつハターンを知ることで、*市W>介護撹供により、1待

たせない11転伽円砧々1 の報減につ九がる。

U3圷Ⅱ

記鉄されたデー・タをJ'以こ分析し、カ',亀が兒える形で家娠に,況川1て

き、列川占、家族、施"受の扣 h1川」解が・ぐきる、

月]回のケγ介議にて介護肌U、か1:.剛きIRりを'太加!.効果にノ)いて

け、「兒守り機排笘;を安令小つイi幼にi'号川寸るため山妥n会」を,役

挑し、デ・・タの荊"1力法・や洞リ"゛〒力、らυ)」υを1父映していく,
勧巣検誠の力扶(効樂に1到

・1・る〒,ータを客観的な部

価指標に岳づいて記獄)

3 チ"業・導人スケジューノレ

拘}間(予定)

2023 午 11 村

~2023 午Ⅱ

2023 午.12 jl

~2023 午 12

1訂

J1 30 Π

2024年1 "

~2024午 1

1Π

打 29 U

介護ロボット1遵器Uノ允0.

202'1イ「 2 1」

~2024 午 2 門

rjg

1Π

打 31 U

介護ロボット機揣の水前設定/

怜11iき

2024午 2 羽 10 Π

~202'1 小 2 1} 20 11

イf

1Π

10 Π

介維ロボッ 1、の現地朕硬

川

2024 イ「

'人験連jⅡ{こ 1',北、オご1犬況分t斤・ 1剖

題点沈い出し

~2024 ゛F 3 J1 31 0

2 f1 21 11~

鞍普慨要

使川料及0!賃イ井*1

備Ⅷ,1Ⅲ人W

私膓H

ポ稼働に向けた皐終操作指矯

.劃;験趣

役務賀

」1江弌依働

イ鮪゛;

役務賀

止式稼働後の効果検証

↓
一{

?
】

1



202.111Ξ 4 打

※スケジュール作成の留愆点について

スケジコ.ールにお1}る導入・活用・効果検畆に■たり、リi施力法、休制弓くり、業務

の見商し笄について、以ドの.4.(を反映さ,せること

".

イア築務の状況分柄・闇地点の沈いIUし、イ機新選定・導入計1山iの検討、ウ導入担当

者・チーム付附1ψ幣備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用寸

る者(介護職員等)山意見聴取、オ機器導人時刈、ゾJ胤員の習熟及ぴ教吉・研修訓

画(マニゴ.アノレ整備等)、キ導人によるケアカ法の見山.し予定、ク効果検証の実

施、ケ効果検i正0.)結果(こ基一Jいた業務改善0)取粗検討(尖績祁告小ら 3作日よでの

'、、取純) _"y

1 Π~

、

ノ

検;"占果に」'/jき鸞病改酋山瓣絖

災旭

^



2 柿助'"業計仙i'ヰ

ト,'
';ト

喫

え

介,量→」・ードツ、の 1ボ 1ι1

1

吉

介艦 U ポッ 1・ヅJ小1'1.?.

辿伝猿」克柴佛の製品?.

Ⅲ斤

名

噂人 1」、'1」υ1 及び介数

社会1,肌 1',eξ人

タ,

11'人丈ル

,;4 " i -1、 6

'り"ンシ・ヤイン大f'シη一・トステイ、ヒン

い卜避N1批号:

矧鄭人所小謡介護

リ

bに

山形

1製厶1,乙】

Vital Beat531n l

ス山別

Ξ.を'1d /、

レ"人11仔」翊令和 6"

^デ^

/1職ノ勺・り、ース(契約1明剛

役務W

^___ー..'

現在のⅢ1題'イJ

・"1'"拠1折U.),キ倣上し、て辻氏娠1]為のイ}'無に1判わら・゛'、比桟的八DL

が,瑚い刊用行の刊川も多く、転例のりスタ{"俗い現怯にあり主,、。

休例八可帳眠状況を得るこ上が"1能允ため、H小山活動峨や佼Ⅲ1惜の

睡眠状況女把Wし転倒防止に繋げるこ上ができ*1。当施股では在

宅峡尖や尋蜂W臂・やm飢允剖織カテーケルなど列用されているbl,

多くご利用いただいており上す,Ⅲせて認知殆{迩硲症されている列

川名t,多く利川されてお"、ルート骨延!ができず転倒やルート抜去

山りスクが1剖題となりてい土す、そのため、今回機器を導人・土るこ

七、ぐ列川沓山安令を可Π呆し、より良いサービスを援供できる上片え

主、1、.「リf奨所北 1 0 ☆山ぺッド左イ1 し、ぐ.おり、 1.'6川詫讓邑人ホー

ム'りンシ・Vイン人:fRに併'没し、ぐいま寸、。

,n人台放の安野竹

・ベッド] 0 台に剃 1"、ぐ】 0令の桃器を心人寸るこ七で、伐惜1舟の

配1縦鳥〒北をi辻らしりつ、賀d)良い'けービス左1址供、1、ることができる

と・門え上・,1',

幟Rとの}界人意.炎の」しイi

・唾11Nや覚酬,伏1兄の1巴排ができる、休州」べ斗鞭床のタイミングがわ小

り転倒予防に繋U'られる等、デモ桜を使川した際の感想を典有L、

弁利Ⅱ1者に村してどの1うな利.点がふるか、谷職nで情飢ルおし

た

'わ、リι胤{喫(1見作の1削遡,,1i

導人イ;般リ〕妥・町十t・原、n 上

ヅ山薜人'1INω共イf)

ター・

06701(川320

】 jl

コ上nj'

411 1¥1人台ι幻

1 0,i

円~

1 04・.

畿器を・゛;.人・上る二どに上

り逑1,艾・トる 111票(t遅二IP"人

山溝リ1ゾPら 3年1削、辧座

11i)

j])

0}瓢人後 6冉リ10 1 午・門

介護職ι、17い1リ門1門の!1才舌ハターン企1巴拠1.

佼闇俳の介護職員配艇の見痕Lを行いり0安瑳的な介護提U1■;可

Iiヒ七,なる、

C、2 軍11

刊j"占山.止、,塑なタイミング仁、介b せたケアを批供でき、 Q01'向上

上札;俐'"故υ刀般少。

03作Π

機二}を'」専人して他仏!でさた利jⅡ斉の条恬状洸ミご家族様に、ルイiし、

ご家力餅.}ψ〕塾望 i,1恢りノ、、1Lた六按を十るこ上・マ、 1F.64・.i,ηが刷1、絖で

きζ〕、

卿待される効累符

0導入後 C剖午) 1那訂

11匹11民ハターンを力1ること【こより、Π中の活動の在り力を1金N し、付

川者佃ノ、に介うた、述四八W再!動にっなげられる、

令田1'冉に介護耻の人1,」不址が剤ιく小、織器の,斗人で業務{,tを幌減

し、 1・1の良いり'・・ビス衣・提1」1ゞできるようになる。

C/ 2 {1、Π

利川者の排せノ_)ハターンニゞ知Z)こ上で、'井ni1の介i仙挫伊,に_1;り、ri、'i

た・比力】い11転俐'H,,女1 の蝶減1こっながる

03午U

忍鉄さ.hたプータミノ式に分折し、介池が兒える形で'京族に説.明で

き、利川音、ゞ訪父、施,没の訂νi円!鮒か・Cきる、

効果検誠の力恋(効巣に倒

十るデータ斉存観的な誹

備指t桑に.鳥6いて"1"

3 '"ザ心・),人スケシコ.ール

Ⅱ 1 山1のケア会'襲1こて介護恥d1小ら1川きIR "をりニ施。効斗Uこ0いて

北、 1兒勺.り機紕や}を安全力ν、)有効に1舌川小るたy」山手n会」を'没

1置L、データのi舌Ⅱ1力松や不ⅢⅡ者力、らω声を1父1典していく、

期制(予定)

2023 仟.11 jj

~2023 午 11

2023 仟」2 "

~2023 午 12 村

10

J1 30 Π

2094午 lj]

~2024午 1

]日

29 U

介護ロボット機器の発H

2024午 2 j]

~2024 午 2jl

IJ,

1臼

j1 31 U

介護Uボット楼器山Ⅲ前設定/

榊築

2024作 2 打 10 11

~202・1q三 2 " 90 Π

谷

1打

10 U

介護ロポットの現地,没定・試験迹

削

試験述用にJ長ノづいた松1兄分t斤・問

題,,!財先い出 L

経普概妾

仙用科及び賃併1,1

備Ⅲ,畊人贄

役務普

水株働に向けた最、,き1県作1旨」g

役務W

{"' J.

1見 j・15 '1゛

↓{ノ
ι



202'1年

~202^1 午

2Ⅱ21Π~

2024 介

3 J1 3】Π

※スケジク.ール作成の摺意点について

スケジュールにおける消人・活用・効果検証に島たり、災施方法、体制ノづくり、業務

の兄1"し悼にノ)い、ぐ、以 FのJ反を反1侠さ,せるこ上

ノー「

i γ業鴉の状況分析・問題点の洗い川し、イ桜極避建・導入計両の鞭討、ウ導入担当

f・チーム体術IN倒前(導入・活ju 一劼米杉薪正の名判当占)、工実際に篠器を使川す

る者(介纏職員竹:)の意兄聴取、オ機揣導入"抄馴、力職員の習熟及ぴ教育・研修削

Ⅲ(マニコ.アル堅備等)、キ導入によるケアカ法の見祓L予定、ク効果検誠の実

施、ケ効果検証の結果に某一jいた業膓收諄U"川鰯紕検討(宍績帆告から3年Πまでの

"、・取キⅡ) ^

止式様働

4打 1 Π~

11三ム'隙働後の勤果検,1正

検.i正〒よ果仁基ノjき継紡改紳のM珠完

火施

一』、、

、
ー
ヨ
'
ー
ー
「
【
ー
ー
ー
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補1切リf鞭計画,即

撫

瞬

塾

介,隣り

受

X

介纏Uポソトυ)契".乞

通イ'環嶢柴備小製".ち

Iqt

名

ドス山 1゛ 1il

」坪人時捌及び介数

隣人丈ルリース山別

,:! 111を' '1 -1-<」/J *二 1,上" 1亡ノ、

汁会徳祉.1上人 IU形

中,
キ"川詫護老人ホームリンシ・、,イン大爲

{'11 鞭所瓣号 06701007N:1

試験述

役務普

ι_j{4鞍働

介。趣きノ、;嵒11リ池成

住辺N.制

Vital BentS 3inl

1,"人"寺H川令和 6イ1

じi品入ン・リーソ、(契割J旦川鋼

伸i,5

'、ー^_.-r

役務W

JUイW)1剖題.●

J愈役の粘散上してn、従央型特詫施朕とし"て"ービスを挺供Lて

おり、阪1女hhが1ど、妾な映介隆古山受"人れの強化、及び行取り介

誰め縱山もχ加してい主ナ,

モの小で一預1"1九巡御に上る列川占の脈眠の質山低ト、介護職nの

心才八の負判、町・・ビス捉似への 1・分な"δln1が硫伐できない等の1町

題が 4.1t、C いミ・1'.

呼、吸、心打1の把Nが、遠編操作で把揣できることル、介護負扣山軽

1城に{,なり、介6琶臓n (,客観的1こ1轟爆を得、刊Ⅱ1行八d)討処がY.剣

に"1徒上なる 1.の、Cナ体動、睡幟ガ前Hを得るこ上小川能なため、

符"介剌リ」、{非せ0パターンを知り、,kり良い介没上●1が"1能上九り

.1ミ寸。

,匁人台数の妥恊".

・バッド9 0 六に対 1二ぐ、 90 台山機器をぜ゛人、・上るこ上で、イセ1到Ⅷ

り)配1縦.11,f武を・i吸 1) L・・yJ、欲の良い'ザービスを・心ι伊ゞ1、るこ上お;でさ

る上門え上・j、

・職n上ヅν鄭人意範ゾ〕兵イi

n郷NやU:創ガ、況の兜甑1ι;できる、休動べル細末山タイミングがb小り

転倒丁・防に獣げられるW、ラ'モ機女使用 L1こ際山感怨を比イiL、各

刷j"占'に対 L (だのよみな利ゞJ.が,らるか、詐職nで仙報北右Lた、

'"鞭幅,饗(」見イ'ヅ)1拐顎ノ1、ミ・

町人六紋の妥門代・職典上

山、邦人'ア1安め」1河1)

」1:式1訓動後の効煕検J111

役務1?

】 jl

ン'ι1ι女

゛H

イ1

ト"人六般1

"~

90タ,

90 +'

幟器を蝉人ナる二上{丁上

り述成ナるΠ橡(機黙;態人

リメ謬q、から 3 イ1.川】、町リ曳

111 )

J"

0弊人後(¥泛午) 1{「'Ⅱ

介護職nが0」川者山q§'ハター・ンをIE拠{、Cきる、睡眠σγ寵のいH

夜朋帯山介需肌趾1配1靴の見肺し企hい00安定的ん介護排供が・1

硫上なる

02午H

刊川行のし、映んタイミングに介力せ'たケγを椛供でき、 Q01'向 1'、

機瓣りン陣人で9鰯芳紬が軒液寸'ることで質山,珂いケアを援供、でき、刊

Ⅱ1占ν)満」ι1型小アッゾ、上る,

03午11

女城へ1リ捌行山状;兄をkイ1'でき、.認Yど゛を受け人れ、ケア、ノラン作

成上ケγの'k践ができる'

Wwiさh る勤米轡

0導人後 e削q三) 1年11

卸伽Kハターンを・1.1】ることにより、 H 小山i'動山h1リノj五・検.;.1L 、刈

用弁個ノ、に介った運圖」へ芥円動につなけΥ,れる、

削fに夜闇、呑取"翔において、呼咲、心拍を述隔操作で把WL、介

護ヅ)Π、'f剛が匁1締できる,

令11,1的に介護職山人材不足,い剤K 小、機{縱の,原人で?ι搭雄是軒波

し、寵山」しい'リービソ、是畏1北、C きる'k う IC オCる、

゛2午"

利j"行の排せノ)ハターンを知ることで、'11而の介護揣似により、「1寺

たせ允い11転倒,"、故1 山*御岐につながる、

(J3{ギU

';ι鎌δれた.〆・'タをJよに分柄し、介,魚が兒える形で":嫉に説川1で

i11川゛1、ゞ新災、施'女のHリ1.円嘱¥ι;、C きる、

打】「Ⅱ1のケγ介議仁て介護蹴赴1かむ醐きⅢり气,'熊加.幼禦について

(ミ、「兒ノJf り機株'"を安令小0イ]'制」にi円j11-1、Z)たV、d卜夏、n会」 ゾビ 11!t

1丹 L_、デ・・・リ山i舌川ノj1士や千11j11X力"、,U)1暫ニゴt映し、Cいく。
劉」!U検N央bi/゛(効1共に聞

'1・る.メータを客観的な,1干

価揣悼に,」よ〆づいてi祉録)

3 寸1業・」尊人スケジューハ、

期1州 f ]、・碇ξ)

2023 司' U 上1

~2023 午"

2023 作 12 j}

~2023 午 12

IU

J」 30 Π

202'11手 1 11

~202.1"モ】

1Π

" 29 U

介護ロポット機雛の発北

2024年2 "

~202d午 2

1大1

1Π

j1 31 U

介護Uボゾト1遅器山."前'没定/

構染

2024 仟

~2024 打

芥

1Π

11 10 Π

介継ロポノトの現地'没碇

川

2024 打

2 jl

2

10 U

牙 20 11

試験趣川に扶バいた状況分"'・湖

題.'!i1先い鵬し

鞍普慨塾

使川料及び賃偲料

備ぶ.購人賀

役務贄

~2024 午 3 j1 31 U

2 11 21日~

永較働に向けた輩慾操作怜泌

一

2



2024年4 刀

※スケジュール作成の棚意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検'止に防たり、リι施カオ去、体制ノづくり、業務

の見仙.し等について、↓ソ、ドのノ系をj父映させること

^
一

ア業務の状況分析・闇題点の洗い出し、イ機新避定・導入計画の検討、ウ」惇入扣.当

る者(介護職n弊)の意兄聴取、オ機器導人時捌、力職員の習熟及び教育・研修i汁

画(マニュアル整備笘)、キ導人によるケア方法の見岫1し丁,定、ク効米検証の実

施、ケ効果検;1W)結果に基ノづいた業務改筈の取組検討(災織挑告から3年目主での

＼取肌)

1 Π~ 検証粘樂に恥バき鞭病改逃山靴続

火施

"＼



2 補助事業計画書

出

鄭

業

介巡サービスの師顎

業

占

介池ロポットの製品影,

'1 人 11寺期及び台数

1リi

名 礼会む,件止法人舟和会"り"k 庄司爪宏

老
1.ト.ケ刈養没老人ホームえんじゅゞ1:

購人Xはりースの別
※該町する力に0を"人

介姓老人引,砕止施股

{製品名]

パラマウントベッド(エスパシアシリーズAA-N1721D

{導人時1棚令1115年12j11 Π~12 j131 Π{導人台数}

事業概要(現在の問地

点・導人台数の妥当竹・

職Rとの導人意鍍の北

イi)

川

"

えんじゅ荘は平成 6年4j1に開所し今年で 29年Πとなり、施設内
外の修糾や器只.備品等の災新も多くなっています。器只備品の1つ

/A
である介助川べッドは 94 台ありますが、令ln2年度から1'午 10

1',!度史斯を絖けイ)和 5年7 j1にも 10 台史新しましたが、まだ約 50
台は30作前の介助川べッドを使川している状況です。

えんじゅ荘では、令和 2年度にナースコールシステムの史新を行

つており、ナースコールシステムと述動する介助川べッドを送定し

ました。送定したパラマウントベッドは、籬床センサーカ汀勺歳され

ており、利川"様が起き1プづった際はナースコールでお知らせがあ

り沙と丁り休制」の強化を1刈っています。

え_んじゅ荘の勤病形態は、 3 交代制を採川しています。以前は 2
交代制でしたが夜蜘労働時問の長時問労働解消から令和 2年度より
3 交代制へ移ljしました。・方で 3 交代制を採則したことにより、

職nの下薄な時冏勘が小じやすいことから「見'丁り機器」の導人は
ノ>後も必須としています。

以上のことから、令和 5年度の介助川べッドを迫加で史新し、見

'Jり休制の強化を岡り、ご利川おに安心して過ごして煩けるように
施股藥備をJ仏進していきます。

・リース(契約期問

仁"業所番1}:067250022田

定U数 別老

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人の剖年から3年闇、年

度hj)

年

10 "'

刀 一司、^

0導人後(鸞!年) 1年11

」と丁り体制の強化を1刈り、ご利川打g'こ安心して過ごして頂く

02年11

」古丁り体制の強化を1刈り、ご利川打様に安心して過ごして頂く

03年11

」と丁り休;1・11の強化を侠1り、ご利川行様に安心して過ごして頂く

年

期1、7される効架等

見積,罫参照

効果検証の力法(効宋に

関するデータを客観的な

部価指標に基づいて"

録)

0導人後(聖年) 1年Π

」とJり体制の強化と介没畷Uの移動負,刊噛戒

02年Π

jιJり休制の強化と介股職aの移動負扣,際波

03年Π

jと、了り休制の強化と介護畷Uの移動負劇嵯減

3

ナースコールシステムは、アイホン株式会礼のビーナースを述川

しており,ナースコールカメラと蹴床センサー内j歳べッドを述動さ

せています。職aはナースコール川のスマホを携Ⅲしナースコール

時にすぐに対応しています。◇、1・1、介助川べッドを迫加史新するこ

とでナースコールシステムと述動するべッドが増股され、見守り体

制がより強化されます。

効果検'証のノj法は、介没従事゛1より、数項Πによる 5 段階諄価を

火施し、導人効果について検,i111致します。

事業・導入スケジュール

期問(ア定)

5年7 j・1 25日

~5年7 jj 31 Π

5年7j」 25 Π

~5年7j131 Π

5年7jj25 Π

~5年7 J1 31 11

ベッド更新状況の確認と追加

更新の有無について硫認

内

5年7j125 Π

~5年7 j」 31 Π

導入担当名
(導人・活川

行)

5年8 jj 】 11

~5年8門】5Π

機種選定・導入時棚の検討

.

5年12j] 1 Π

~5年12 jj 31 Π

チーム体制整備
効来検証の各川当

実際に機器を使用する者(介

護職員等)の意見聴取

経費概要

6年Uj111

~6年】打 3】Π

ベッド見稜書徴収

6年2j] HI

~6年2 jj 29 Π

イ'1冴'

センサー内蔵べッド導入

見守り体制の評価と課題分析

課題分析に基づいた見守り体

制や業務改善の取組検討

4,286,700円



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目ま



2 補助事業計画書

喫

那

業

介設サービスの釋類

業

打

介護ロポットの製品右

'ヅ人時期及び介数

1折

名 株式会朴カインド・ホーム

名

雌人父はりースの別
※該「すろbに0左祀人

グループホーム判,郷 R"業所爵1}:0691900120】

認知症ヌ、1応剛共同小活介股

班業概要σ兄作の剖題

点・導人台数の妥当性・

職Uとの導人意孤の艾

イj)

{闘品名}'1 センサ・,センテi 之 7' 3fセンサ・カメラ)・ユユ三S(介纏刑,1'伸センサ、・)

{噂人,'1瑚}令和 5 ".ロ"",fo

{岬人台数]・センサ、・カメラ制宇川玲介、トイレ則」台.フロアフ台、 JI.常口 6 台計肪台

介護川センけーユユ昆56 イ;

(契約期問冉.リース

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器轡

人の翌年から3年闇、

座力D

川打. aa郎を詑セット"人しτいる峩り 6 室への非人とセンサ・カメラを畔人したい、職n

力Cへソトセンけ、反島、C則室';h1Ⅲ」ムが、,υ"珂し11'叡力{はい1'叱{も色数あるこ士が分かりた, AI

カメラ山般1配で下豊九,仂1川(騒nの負川)を削Mしたい

IC1 介纏ソプト,,1{L ヒン,ナ・,.}IH{カメラ.バイタル憐僻、☆'"、動セ、个て山システムを

無通Nで述携さUτいし"靴牝探内'Cに九く、 1「り的じ1,小悦模冷股で11んいので化九いか占瑚

い、(いる 0阿山リ1姿が採択さ11゛1(r小規極舶般山介渡舳,役】C1 化(見口'り山 A1 化)U〕モデルケ

スにノ【るとぢ六、(いム

介趨訂ポソト罪人山上は{とし、(以下駿nと凪イ」

柁数の利川,占をフ、テ,ション、C1司"仁」ι小 1〕てδる二とじ'!、ムケアU〕賛UJ1可 1'、帥.びに利則吉

の,1 M.門作蹄長計ん報リ〕jl,イ1化

駿n仍牙"、伯・粘料1的ド女脚桃鰻化

U&を1舛オ)1、利川・"鉄でδ凸*に、L4ケア対堵の述趣化

定n数

期1寺される効果等

r、吽人後(W"〕 11「「1・センけーノ」メラ山他川ノ"ιd〕1Y俳

利川ビ戒於への機鴇碍1入杣用にンい叉山111し人ネ1

' 211,H ・f所内カンププレンスにしる機器活川の拓1りH'リ

駄n負扣艇随喚山数Mアッブ

(.311.ロ・即ソワトとの述携メリソトの",」】

バイタJン敢仙・睡峨状1兄に肌リくケアの対」6力1ι"Π

18 名

年

果検釧_の力'法(効果に関

するデータを客観的な部

仙i指標に基づいて"鉄)

・攘鴇叫入前と沸人径の劼刑阿駈山比鞍

懐栂他川判川・打ωバ fタル数M紀鎌腿雁山検証

↓1矧1・冉山、.令一・、.倦ごへ、りハット【"1数リ」比賊

ル隔畔凧覚吊りズムグリワの分栃に上凸サ孤バタ

介纓ソフト述携で山記鎚内響山検証

Ⅱ~ 年

交村決定

イ;痢1 5年12 j1 31 U

3

朧瓣岬人前と遜人後の訪瑚回数山ルM

樅揣他則判川打山バイタル敷M'[!靴N雁●検"

ι11Ⅲ・占の゛ム倒・判.エ、ヒヘ'りハ、ソ 1、1・1敦の比舳

ル問峠蹴馳吊りズムグラプの分肌によ厶門.Mバタ

介確ソプト述携での紀熊内容の検証

令和 6年 U11 Π

出業・導入スケジュール

ー、ー

令1116件 12 打 31 訂

期闇(Υ,)立)

"'、J

交付決定後3かj1以内に機材導人
利川占ごオ、人吐びにご宗披に対して機器の仙川Π的及び
効宋にンいてω,兇叩を火施する。父機部で得た仙郁じ関
L"ては!」;業所にて厳,丘に管列,すろ,研佐'"11川を":成す

ンの改将

令和17郁1" 1Π

,0

令和1 7 1ド 12 Ⅱ 31 訂

職nに対し機器IN扱説1羽会を突施し述用削姑
円熟1臭アッブにソいてフt口ーアッブ研修を突加IL
必要に応じメ・ナJ・オ」客"1窓"を1工川しての教介を1」
^

り,

導人扣"1行け管列1占、機器ωi再則・効果検紅川"1は介
獲職nじより避定とする、父火施内容にνいて所内力
ンフγレンスで協議・ハイiと寸ろ。
遜人によろケア方U1ω見lnL<防室・J1井井けの姜1畔を
検'汁いリ川占,1.,円りズム改円1こ努めろ

^

ーー、"、

令和18 午 1 Ⅱ 1 Π

ンリ"強況

令和18郁 12" 31 訂

内

※スケジュール作成の留意点について

i^

{導人効米検"むよびソ'ロ・アッブ】
畔人によろケア方扶ω見心し、肋*回数仍滅少喫介い
転伊」・、、吊笘,ヒヤリハット充,1二の1"1数
{黛務改誇の]N剤U
平朝や夜Ⅲ1等山介礁職nの兄守り業務のn扣軒滅
女心して他の業紡に町たれろ職堪肌境山焼備
利川Xω睡眠をω」げろ出無く介甑サ、・ビスを捉似

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方怯、体制づくり、業

務の見直し等について、以、ドの点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機何i選定・導入副'画の検討、ウ導入担

当者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

する者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

修計画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見漉し予定、ク効果検証の

実施、ケ効果検証のネ占果に基づいた業務改善の取組検討(突紬帳告から3年月ま

での取組)

容

カメラ 35 セソト

ベソ 1、セン'1ナ・・6 セノト

1." 2 イ1ξⅢ」を検'f'{
して顧客滿足を得ろ

絲費概要

さらに印CAサイウルで業務改誇

例i冴





2 補助事業計画書

喫

泰

業

介護サービスの師類

業

占

介誰ロポットの製品名

'サ人時瑚及び台数

1リi

名 株式会礼カインド・ホーム

名
デイサービスカインド・ホーム萩*Ⅲ

0671900認田

雌人Xはりースの別
炎瀛町する力に0を紀人

通所介段

亊業概要(現仟の剖題

点 ・導人介数の妥当竹・

職Uとの導人意鞍の共

イD

〔製品名]A1センサセンティネア訊センサ、 カメラ]・ oams(介綾1"乍休センサ・)

祥?人115期]令和 5年1 2j1中句

「」斗人台数]・センサ・・カメラ 1'.1室川 1 介、 トイレ川2介、フロア?介

介'賃川センサ・-oamS6 介

さじ,に即CAサイクルで業務改湃し

(契約期闇Ⅱ.リース

機器を導人することによ

り述成するH標(機器導

人の捌年から3年問,年

度力i)

現在、制、U剛デイリ・ビスをlrリ、(J;1〕利川・打への介班対赴;としてltナスコ・,Jン叶1"対叱、・楠姑

センけ・、で仍.訪1川」"川け等山ノ、的け六、トカ{1-C騒nの粘判1的身休的h負拘が人δい

介纏ロポソト肌皿S ιセンテ,ネア 3 遮人山心徒として以卜駿nとⅡイ1

拠数の111川、冉をステ・,ション、CI"1"じ見勺'1〕でき心ことじ1るケアの質の向上.":びに11川1・占の

,1 語,門外睡蹴仙雑山」(イ」化

媛nの身休的・M神的十安山軒M化

Uルを刑b、1'判川・記,'でδ凸'"に'しるケア対叱;の迅建化

【 4'業 1所排η

定U数

0噂人後(粋イ10 141、Π・ 3センサ・の使川力怯のW得
利川ご宝般への機器導人使用にりいてω中し人れ

02イ1'Π・」所内カンフγレンス1tよろ機瑞"工朋の振り迅り
畷n負川"減腰の数仙アソフ

03 作Π・ND ソフト主の迎携メリソトの"]1.
パイタル数伯・1唾1汎1人祝にUリくケアω対峪方U;向上

円名

期イ寺される効果等

年

0町人後 a1イn 1仟Π
・初めての機21仙川でありメーカ・・サポト寒1】笘を11Ⅱ11して
Ⅲり效い操外に慣れ、機鴇との鷲紡・休化を榊築すろ

02虻Ⅱ

打取り或い仕バイタル変化の場介情慨北行し家欣へω']1捌述筋
畷nω負扣軒波に什い解1欲?仏のケアω賀の向 1:にりなげろ

0341.11

機噐1'1体仂i舌川ヒとどま見ず他Π機剛との樹県効果
イ17'的数Mに」よ'Jくケア実加」、記獄1円則しヒヤリハソトⅣ」11

打 ^

効果検証のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評佃i指標にJ'づいて紀

金1)

3 事業・導入スケジュール

年

期問( f,定)

交刊決定

令和511ξ12j]31Π

令府1 6 イ1・ 1 j1 1 U

・機器導人前と導人後の防剖回数の比較

・機器使川利川打のバイタル数値,M鉄1役朏の検"

・利川打の転倒・転落ヒヤリハット川数の比較

・伎間唖1咲覚剛川ズムグラフの分析による小活パターンの改辨
・介設ソフト迎挑での,,ι鉄内奔の検,'

ー^

令和 6 11τ 12 j1 31 Π

ノ、、ノ

交村決定後3か町以内に機材遜人
利則占ご人人".びにご宗披ヒ対して機器の仙川Π的及び効
果仁リいてω溌明庄実見寸る。父機IHで得た恬帆に関して
は水業】折1こて厳爪じ管"1寸る,研侠,Π1叫を作成する。

イ>和フィr l j1 1 Π

令南17,f 12 j1 3111

内

職nヒ対し機器取扱祝物会を火施し述川開姑
習熟1豊アップに'ノいてフせ口、アップ研修を1!悦」{一必
喪に応じメ、カ・む客様窓Πを1'川してω吸介をljう
連人批凹行は枕",吉、機器ω1舌川・効宋検証川汽は介鐙
職nじより避定と寸ろ、父リι施内響に'ノいて所内カンフ
ノレンスで協礒・典イiとす乙。

噂人によろケア方扶の見1丸L、劼*,」明Ⅱけの,要舎症検
'J し千1」川ノ〒ノ1^1エリズム改辨に努めろ

ノ、、ノ

令和8年 UΠΠ

容

令111 8 1手 12 J1 31 Π

※スケジュール作成の留意点について

ノ、、.

b"人効果検証才Jよびフォロ・アッブ】
噂人によでケアカυ;の」ι1門し、';力Hゞ1',1数の滅少腰介い
転極」・転落等ヒヤリハット充乍ω回数

{業物改Nの取剤口
1,,柳や住剛等の介纏嶬nの見守り業務ωn扣杵滅
女心して他の鷲紡に町たれろ職場堺境の解倫
利川占の1啄1配をω」げろ沸無く介獲サ、ピス庄捉批

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・冏題点の洗い出し、イ機種送定・導入計画の検討、ウ導入担

当者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

する者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

修計画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見辿し予定、ク効果検証の

突施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績祁告から3年同ま

での取組)

絲費概要

上肥 2 午川」を検'何,し、
τ細客渦足を得ろ

/J メラ 5 セット

ペットセンリ、・6 セット

__゛ノ'

備
ぢ





2 補助事業計画書

事

亊

ゞ・

介護サービスの和類

業

占

介纏ロボットの製品名

'y 人時期及び台数

1リi

名 礼会引,砕IH太人みゆきむ,井止

右
地域密着剛ヰ、ト別鰹没老人ホームみずほの唯
{U1業所番リ:0閼1300073】

瓣人Xはりースの別
※改'.1する bに0を紀人

地域僻着剛ヰ"刈擾准老人ホーム

剛品名]
11民りスキャン

{導人時WⅡ令1115年12 打 15 H

出業概要(現在の岡題

点・導人台数の妥当竹・

職Rとの導人意鞍の共

イ]')

剛

・利Ⅲ占 20 名にヌ、1して職Uが・人体制で夜冏の勤務に従斗工してい
る。佃室の造りであるため、ブライバシーには 1'分配愈して訪室を
行う必要があり、睡峨状熊がわからないまま防室することは畷Rへ
の粘杣的負担が大きい。また、利川行様の睡嘱を妨げることもあ
る。

・11民り SCAX は利川゛11渠の睡11民状態を下元のスマートフォンでモニタ

リングできるため、巡回,め室を必喫最小限に抑えられ、畷貝の身休

的負川の嵯波がWΠ寺できる。また、ナースコールとの併川で夜勤職
aが管Nできるのは眠りSCAX5台と見込んでいる。

・リース(契約朔問

機器を導人することによ

り逹成するΠ標(機器導

人の翌作から3年問、年

度1ザ)

定n数

{導人台数15台

0導人後α雛粉 1年Π

使川ガ法と機器の1ン徴を州飢する

02年Π

取得したデータで,沽室パターンを見心す

唖咲状態を把蝋い1中の関わり方を分析する

03年11

收辨した業疹を振り返り、新たな改再点を見川す

2 0 名

年

期イ寺される効果等

刀 .^

効果検,'の方法(効果に

関するデータを客観的な

詐価指標に荘づいて"

全m

0導人後α・1年) 1年Π

班故発小時の凉囚究明に活川ができ、転倒Ⅲ故の波少が1棚寺され
る。

02年Π

データ収染により、ご利川行へのΠ中の関わり方が確立され、夜問
の唖11Nの質の向 ltが見込まれる。

峨nの不要な巡視が減少することで、身休的な負担も幌減される。
03年Π

畷Uの身体的・粘神的負川の帷減により、労働環境の改辨が見込
まれる。

年

伊D 介設時問の短縮、心接・問按負扣の嵯減効果、介護従小者(利

川打)の満足度、収支の改護等について、Π々の活刑状況が硫認で

きる山捻等を川いるなど他の介池サービス瓣業者等の参冴となるべ

き内奔等

・琳故件数の比較

・職Uのアンケート訓杏{劼室1川数、粘杣的負}H、身休的負批、利

川打様の状況等)

3 事業・導入スケジュール

期闇(予定)

i'、^

年

年

打

j]

Π

令和 5年12月

U

令和6年1月

内 容

令和6年3月

発注・納品・機器説明会(担

当者の決定)

令和6年3月末

運用開始

絲賀概要

令和7年3月

使用職員アンケート実施

令和7年3月末

職員アンケートの集副'と検証

俳i冴

令和8年3月

使用職員アンケート実施

令和8年3月末

職員アンケートの集計と検証

使用職員アンケート実施

職員アンケートの集計と検証



飢月一回実施

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ーーーーーでの取組)

介護ロボット検討委員会にて
運用状況の確認と活用方法の

検討を行う



2 補助事業計画書

事

事

業

介護ガ

業

行

介綏ロポットの製品名

'ヅ人時期及び台数

1リi

才,

ビスの赫頬

乳

礼会智,井止法人山形公和会

購人Xはりースの別
※該',1するノj仁0 を祀人

1、1別霪股名人ホームみこころの樹

介懲老人智,件止施設

[製品松
1鵬り SCAN

磁・Fiアクセスポイント増設柴備

[導人時1棚令和6年1刀{導人台数] 10台

班業概妾(現在の冏題

点・導人台数の妥当竹・

職Uとの導人意義の共

イi)

・リース(契約瑚問什

刀

当施股は従来川川寺養であり、夜問帯は 22 名~30 宇,の人所打様を 1

名の介設畷Uで文"ぶしている。夜問不穏になる人所寺様や看取り

の人所打様もおり、対応に粘糾嚇山身体的負帆がかかっている。

眠り SCAX 導人により、人所打様のべッド 1tでの状況データを活川

し、小活状況の"j視化や人所行様の師雌状況を把蝉することで、

牛活りズムの改辨と介設職nの負択幌減につなげたい。また看取

りの人所者様の心拍数、呼吸数をりアルタイムでモニタリングで

きるため、体訓変化への迅速な対応を行いたい。

7打に販売メーカーよりブレゼンとデモを尖施していただき、

所打様の小活りズムや夜問の唖11民状況が把撥でき生活IW慣の改i11

と、介護職Uの負打艸櫛戒にもつながるとの介護職nから意見があ

り、夜問不穏になる人所行様、看取りの人所行様が常時10 名ほど

いることから、 10台の導人を行いたい。

また現作の磁一Fi 環境はアクセスポイント1',,]辺のj,,1室でのみ使川
できる環境となっており、眠り SCAX を導人するにあたり、今後導

人介数在増やすことも検,;、1していることから、どのj'室でも使川

できるよう、現在の環境に迅加のアクセスポイントの増役を行い
たい。

【Ⅱ工業所得1}:067010072田

定U数 別名

年

機器を導人することによ

り逹成するΠ橡(機器導

人の聖年から3年闇、年

度勿ヲ

jl ー'、^

0導人後α}リF) 1年Π

・兄守り業務の負IH・際減

・人所占様の牛活りズムの改汚

・看取りの人所行イ渋のりアルタイムモニタリングによる状態観

祭

・転倒・転落出故予防

02年Π

・↓ι1り業務の負IH幌波

・人所行1燕の小活りズムの改汎

・看取りの人所打様のりアルタイムモニタリングによる状態観
ぞ興

・転伊上転落事故Υ,1功

03年Π

・」'1り業務の負担怪減

・人所占様の牛活りズムの改況

・看取りの人所行様のりアルタイムモニタリングによる状態観

松倒・転幣尋f故門坊

年

0導人後(翌年) 1年Π

・人所行様の,1、活りズムの硴認、夜闇の睡11N状況のデータの活川

を行い、ケアのjι11'〔しを行うことで唖n民の質の血1 にが期イ寺で

き、介懲畷aへの負捉,畔減にもつながる。

・看取りの人所行様の心拍数、呼吸数在りアルタイムでモニタリ

ングできることにより体訓の変化への迅速な剣応ができる。

・転倒・転落那故防止が1棚寺できる。

02年Π

・人所行様の生活りズムの確認、夜問の唖11N状況のデータの活川

を行い、ケアの見lnしをhうことで唖鵬の質の向 1二が期イ寺で

き、介設峨Uへの負担嵯i戒にもつながる。

・ネi取りの人所行様の心拍数、呼吸数をりアルタイムでモニタリ

ングできることにより休訓の変化への迅速な剣応ができる。

・転倒・転糸邪岐防止が期11fできる。

03年「1

・人所占様の小活りズムの椛認、、夜間の睡眠状況のデータの活川

を行い、ケアの見゛しを行うことで師咲の質の向 1プバ期1寺で

き、介懲職nへの負批幌減にもつながる。

・看取りの人所打イ浜の心拍数、呼吸数をりアルタイムでモニタリ

ングできることにより休朋の変化への迅速な対応ができる。

・転倒・転落事放1坊止がW11寺できる。

期1寺される効宋等

察

アクセスポイント増,没呼芥の火

施。

機器導人。

使川方払の御熟、及び教育・仙修

'什画をり{施する。

効果検,誠のガ法(効果に

関するデータを客観的な

諄価指標に基づいて,延

鉄)

3 事業・導入スケジュール

眠り SCAN 導人後、介忽畷Uへアンケート剖介を行い、人所行様の

小活りズム改辨や介忽業務負扣心f減の効果を開き取り、満足度を

硫認する。

期問(丁,定)

令和 5年6 j」 1 f_1

~令和5年6打20Π

令和5年6打26Π

令和5年7刀31Πノ^

俳卜勞

業務の状況分析、問題点の洗い川

しを1」'う。

令和5年12打1Π

~令和6年12打31Π

内

1川題点改fリの為、業舌よりプレゼ

ン・デモを火施してもらい、介設

畷Uの意見を徴取しながら導人機

和を進定、導人,汁仙1を検,i寸する。

導人抽当行は総括介設11任とし、

導人・活用・効果検,'の」H当行は

令介護畷nで行っていく。

奔

令和 6年 lj11 Π

~令和6年1打31Π

施設内無綵状況鼠X配線状況の硫

認。

絲普慨要



令和 6年2 j] 1 Π

~令荊16年2 j] 1 5 Π

令和 6年2j」 1 6 H

~令和 6年2 j1 2 8 1_1

令和17年2 打 1 Π

~令痢17年2 打 2 8 Π

導入によるケア方法の見而しの突

施。

令1「18年2 j1 1 Π

~令和8年2打28Π

効果検証のためのアンケートを突

施する。

突紬報告を行う。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

効果検誠粘果に基づいた業務改遜

の取紕を検討する。

効果検'11剤;果に基づいた業務改誹

の取紕を検肘する。

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目ま



2 補助事業計画書

事

ボ

業

介纓サービスの柯!類

業

打

介護ロボットの製品名

'1 人時期及び台数

jリi

名 "藝"k 欠島心

名

購人父はりースの別
※該町する力に0を"人

老人保健施役

介纓老人傑俊施,没人所

{製品名]パラマウントベッド
1 エスバシアシリーズKA-×17Π際床センサーベッド

2 11Nり SCAX NN一巧20 11Nり SCAN

{導人時期]令刃巧年11打[導人台数]各 2 台

出業概要(現在の開題

点・導人台数の妥当竹・

職nとの導人意綻の北

イD

【U1業所爵り・:0鮖0880024】つ{コ↓コ

ドバ

0」

刀

超局齢の認知症の力'や障轡のある人所者に蹴床センサー内蔵のべ

ツドでjι小りをすれば、ベッドからの転伊」転落の予防と、介設畷

nの汎故の心配からくる心ヴ1や労拐負撹在幌減できると冴える。

史に、眠り SCAN を導人することで人所行の睡峨と覚削を評仙しな

がら夜問の11Nりの浅い時に排湘誘導で尿失禁を嵯減し、睡11Nを1靴

轡せず排淋支援ができるとぢぇた。

上'祉バラマウントベッド 2 台剛{床センセー村き+川Cりスキャン 2

台の介護ロボット技術で見守り、排淋支援ができるとぢえて導人

を'il'11hi した。

・リース(契約期闇

機器を導人することによ

り逹成する仟標(機器導

人の'認年から 3年問、年

圧力"

定U数

0導人後(翌年) 1年Π

転倒・転落のりスクがあるガのアセスメント評仙

夜問,尿失祭があるノjの排淋アセスメント

02年11

リスクがあるノjへの行動分析と対策

尿失禁への定時排iⅢ誘導,il'1向

03年Π

↓とJりの,Z゛纓性を評仙する

夜闇の尿失栞の効果

100 床

年

期1寺される効果等

打 .'、^

3 事業・導入スケジュール

0導人後α・1年) 1年Π

危険な行動の心竹!状態が何かを把扶}できる

夜闇の排紲誘導のタイミングを把批できる

02年Π

人所行へ適UJなケア'イ1'1Ⅷ(安令指導や」と小り)を火施できる
人所占へ適時快適な排i世,il'1向 G非池誘導)を火施できる

03年Π

対応の優先噸がわかるので、職Uの心労や負IH力刊1峩戒している

適Wな排汝誘導により火栞が嵯波しオムツ交換などの介助が減る

年

効宋検証のガ松(効果に

関するデータを客観的な

評価指標にJ'づいて'心

録)

期問( f,定)

R5 午 7jj

R5年8j]

Nn

R5年8jl

介設 11任会議(金子係長・イi塚 1Ξ

任・則jl・ケアマネ)転倒事故の状

況分析排汎ケアの課題

18 11

行動諄価の"録と、ナースコール(アイフォン)のべッドセンサ

一述動データ

排池'汁11hjの,越録と、 11Nりスキャンの肝印N、覚解のデータ

内

R5年8 打

機柯!遺)i{・導人';111hiの検ふ1

介護 11任会議(令子係長・イi塚 1ι

任・Ⅱ1リ1・ケアマネ)パラマウント

礼・岡蛤1欠療11_

21 Π

奔

R5年

部長会議へ稟議小,青(導人扣当

゛〒: 11 ド;'Ⅲ業1"部長)

岡崎1欠療礼と崗談

22 臼

8 jj

R5 午Ⅱ刀

介護副お任会議 q趣虔介.護副・令

子係長)火際に機器を現場に介設
指導するりーダーヘレクチャ

絲"慨要

25 1}

R5年12 jj

機器導人時期検.i寸】り」

部長会議(佐膝絲"アドバイザ

欠島企lfhj部長・本1 上4f効丘

"ド部業務部長)

R5年 lj1中句~

R7年1月中句

ウ導人担

俳1占

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

職Uの習熟及び散介・ω「修'汁11hj・

マニュアル整備(介世係長)職貝

仙修(人所部会)

見積書検討

導人によるケアの方法の見心し予

定人所職U会議

展示説明

効果の検訓1、ま古架に基づいた業柄

改汚の取り都み部価

管理部決済

補助金巾詰

職員会議

部長会議

活用・効果検証の各担当者)、

職員会議

職員会議

フイ

ツク

ー
、

用
 
1
 
の
ま

イ
:
.
"
ー

医療法人　宏友会





2 補助事業計画冉

Ⅲ

出

業

介護サービスの柯!類

業

打

介設ロボットの製品名

ツ人時期及び介数

1リi

を, 社会智,砕止法人平田1リ小会

名
X」1康園指定介淡老人智'1祉施設(従来剛)

1朧人 X はりースの別
※該町する力'仁0寺'祀人

介襲老人福初1苞設

[製品名}

セン'サー付低床3 モーターベッド

[導人時期]令和 6何二1打ボ日

事業概要(現在の問題

点・導人台数の妥当竹・

城Uとの導人意裟の共

イD

附

【現イfのⅢ1題点】

従来剛の伎勤業務は多くの人所打を少数の職Uで対応しており、

不穏状態の方や排刑意により覚解するノjの対応に逃われている。現

イ11は既イfのjとJJ'iクシステムでヌ"6しているが、センサーの台数は不

越してぃる状態にある。既イf:の剛床センサーは取り付け位殿をその

都度検肘が必要であることや、ベッド移行や変史後、電源スイッチ

の人れ忘れ等が1川題点として'あったが,ベッドにj古小りセンサーが

内蔵されていればこれらの岡題が解消される。

【導人台数の妥当竹】

个床にセンサーを使川することにより、利川者に介わせて単体の

センサーを移動させる下冏が波り、操作りモコンが統・・されるため

畷Uの機器に対する泥乱が少なくなるものと"える。
【職Uと導人意錠の共イn

・普段べッドからの転倒や転落のりスクが少ない利川゛〒でも、その
口の靭杣状態により予期せぬ行動による転倒等の介纏事故でぢぇら
れる勣務11寺吊川ヤ常時j上Jりを行うことの心身仙jlmの負IH幌減を岡
り、嚇故防止と¥期窕兄が"j能となり、利川打安令の確保のため導
人が必蓼と認淑を典イiしている。

・リース(契約期闇

【1"業所排牙:067噐0026η

・式(17 介)

[導人介数}

定n数 36 名

機器を導人することによ

り述成する 11標(機器導

人の,緩年から 3年闇、年

座1任)

年

1フム

打 .^

0導人後(W年) 1年11

ベッドの操作に慣れ、ご利川"の安令確保のため活川できる。
02年Π

災動、新人畷Uに対し、操作ノj法の,配明ができろ。
03年Π

ベッド内戯センサーをご利刑者に介わせて設定できる。

年

期1寺される効果等

0導人後(翌年) 1年Π

センサーがべッド内蔵のため、半イ木センサーのような必要な場所へ

の移設の千問が減る。

ベッド内蔵センサーで耐久性、粘度が向 1二することで職Uの負"!.際

減、利川'のサービスの賀の向トカリι込まれる。

02年Π

1年門の効尖の縦絖が兄込まれる。

03年Π

1~2年Πの効果の継貌が見込まれる。

効果検'孤の方法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標に栞づいて"

鉄)

3

介設時問の短痢J、心接・冏接負IHの,峠減効果、介准従事打(利川

k)の満足度、 j古小りの強化による転倒等のアクシデント,際減等、

委U会で諄価し'把録する。

事業・導入スケジュール

期冏(予定)

令IU 5年4 j」 2 1 Π

夜勤時不穏要素のある入居者

対応の問題を解消するため、

ベッドに見守りセンサー内蔵

の機種を選定。また、施設で

使用している殆どがフランス

ベッドであり、他メーカーだ

と操作方法等が異なり使用し

にくいためM2 を選定。あん

しんの紳に連動できるか確認

するため、フランスベッド、

ユニティーネットワークと打

ち合わせを行う。

内

令和5年4打 25 Π

容

令和 5年5 j] 1 2 1_1

絲塑概蓼

令和5年5 刀 24 Π

フランスベッド並びにユニティー

ネットワークから恊ノJしていただ

きデモをする。あんしんの梨将こ述

動できるか硫認。

業行よりべッ

リット、デメ

舗]/5

センサー内1歳べッドM2 のデモ。

フランスベッドメーカーより機能

の脱明。約2週闇べッドを僧町現

場で部価。

ド内戚センサーのメ

リットの" t川」



令和 5年6 j・1 7 1_1

令和 5年6j12 2 Π

令和5年7打27Π

メーカー来園しデモ機の引き lt

げ。ナースコールとの述動を確認

良4f。

令和 5年9打'

令和6年1打末

センサー内戚べッド朧諄価につ

いて、センサーの反応も〒.く危険

も甲く察知できるとのことで高部

仙。フランスベッドM2導人に向

け見禎もりを業岩に依頼する。

令和6年2刀~

令和 6年2j1末

令和5年度山形県介設ロポット導

入支援事業費補助金募集の要項が

加き小'推備に人る。

令和 6年3jl'
令ln 6年3 j1末

補助令交付決定後、即事会にて上

事詰負業岩及び人札執行を小庸。

令和6年4j上

令和7年3j」ボ

股置完γ。

令和 7年4 j]'

令利8年3打米

職aへ機器操作勉強会在行う。

職nへの負担幡減状況や使用状況

の聞き取りによる状況分析。

ベッドの操作に慣れ、ご利用者の

安令確保のため活川できるように

する。

令和 8年4j]'

令和 9年3j・1ボ

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

職Rへの負担幌減状況や使用状況

の聞き取りによる状況分析。

呉動、新人職Rに対し、操作方法

の説1リ1ができるようにする。

職Uへの負捉帷減状況や使川状況

の開き取りによる状況分析。

ベッド内蔵センサーをご利川者に

介わせて股定できるようにする。

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績祁告から3年月ま



2 補助事業計画非

鄭

水

拠

介護サービスの蘓顎

業

占

1リi

名

介維ロポットの製品名

~人 1時期及び介数

Ⅸ捺法人徳洲会

名
Ⅸ旅法人徳洲会

購人父はりースの別
※誠町する方に0症祉人

介護老人保仙施股

【介池ロポット】:バナソニッウホールディングス株式会村'「ライ

フレンズサービス」

{通イ,;環嶢柴備】:バナソニックマーケティングジャパン株式会礼

「ネットワーク環境枇築 f鄭」、 TB-eye 株式会礼「クリアトーク
カム1

{導人時期}令和 6年2刀 28 ΠΥ,定{導人台数]100床分

介准老人保健施股梅花苑

【事炎所番1}:0舶2580脇田

亊業概妾(現仟の拘題

・導人台数の妥当竹・点

職Uとの導人意裟の北

イD

!朧人・

事業・導入スケジュール

当法人が述'片する介世老人保健施設では、療霊棟 2 棟で人所定

Uが 100 名、夜剃ナ出は 1 名の者維職Uと各棟 2 名の介巡峨Uの'汁
5 名による体1例となっている。夜問帯は 1時問に 1度、.什 12 川/

Πの定期巡視による利川"の安否確認を尖施している。村に見守
りが必姜な利川占 10~松名にヌ1しては、定期巡視の後に冉度確認
のため逃加巡視を尖施しており、職Uの負担がかなり大きい。

夜問は、j円室近くにある1打・北側のサブステーションで職U力逝寺
機してぃるものの、下前側の1,,}室に」ι1り強化の利川ノ〒を人れる

給、奥側1パ室の利川占のjと丁りが予他になり、うつぶせ寝による
窒息や転伊上転落Ⅲ故の危険度が増してしまう。過去にうつぶせ
寝による窒息しJⅡ故が H牛,ぜきている。

これらの,深題解決に向け、 jと丁り支援機器を令室導人し、巡視
業疹の削減及び効*化を図り、職Rの負荷嵯波とⅢ攸什数の波少
を1刈りたいと冴えている。

また↓上Jり支援機器導人と介わせ、ネットワーク環境およびイン
カム導人整備を行い、施設令休での ICT 活川モデル枇築を挑進す
る。

リース(契約期問

定U数 100名

年

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器好

人の,器年から 3年問、年

度毎)

Ⅱ "司、ノ

【Π標】↓古丁り機器導人在図ることによる夜問業務の刻上艇化在剛

る

・j古丁り機器を活川し、夜問の巡視1・1数を】時問毎→211寺問力"新減

少させ、史にjと小ひ必要な方の,仂室「"1数も半減化する

・」と、了り機器導人による転倒・転落U1故を'手減するσ児状:打平

均8 件→Π標4 什以ド)

0導人後(翌年) 1年Π

操作,託明会や活川ミーティングの疋期開催と併せ、機器活川の現
場リーダーを介成し、スタッフの"!飢度向 Eと活川定着化への取
り組みをⅨ1る。畷Uへのアンケー 1、捌介による業務負担幌減の効
果を蹄まえながら、定期巡視の ICT 霞き換え献行を図る(導人後
'1モ年後をΠ途に1ι施)

02年Π

岳祐したデータをもとに、利川行の牛活パターンやjと1り二ーズ
を分析し、利川行佃々に即した佃別ケアを挑進する。
旦体的にはjと1り支援機器による師慨りズムを把握し、夜問揣に
おける唖11N時問をしっかり硫保頂くようなケアの在り方、また利

年

川者の状態に応じたアラート述川の適正化を行い、利川行/職Uそ

れぞれの負IHが少ない最適な述川化をΠ指す。

これらの取紕を行い、定期巡視の令Ⅲi的な ICT 識き換え_化を鬨

る。

03年門

前年の火紬を踏まえ、施設内での活川方松の兄心しを決定し、利

川行、スタッフ双ガにとって負扣の少ない巡視述川モデルを硴_立

する

0導人後(翌年) 1年Π

見守り機器「ライフレンズ」を導人することで、訪室する前に利

川占の様子刷畷忍や状況佃払}をスタッフの,揣永で行ない、介助の必

斐竹を判断する述川に変史。少ない人U体制でも利川"への様子

硴認の頻度を落とさず、負捉,呼減を1刈ることが瑚1寺できる。

これによりナースコール呼び川しによる緊急対応の1"1数在導人前

比20%削減する

02年Π

前年の尖紬を踏まえ、対象占の逮定や施設内での活川方法の見心

しを行い、ナースコール呼び出しによる緊急対応の1・1数を導人前

比50%削減する。

また、看取り瑚など妾観察占の」と丁りについてはライフレンズを

活川することで急変時の対応をスムーズにし、介護職Uの粕杣的

負川の,帷減化をはかり、剛U般*低減につなげる事が期1寺できる。

また利川行のケアについても、ライフレンズの轡人で利川打の小

活りズムを把捉し、佃々の牛活りズムに応じた佃別ケアをはかる

ことで、利用行の睡鵬確保につなげることができるため、これら

の効果址人化を1_1標とした述用モデルを検肘・火践していく。

03年Π

前年までの述川、火紬をふまえ、利川打、スタッフ双ガにとって

負川の少ない巡視述川モデルを硴辺し、城Uの心的、身休的負担
による跳職を導人前比 50%以 1:削波する。

期1寺される効来等

効宋検証のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標に茶づいて"

全A)

業務負扣ノ嵯滅効果については昭B アンケートを活川し、導人前後
での業務負イ'/疲労度等を 5段階で定棚的に評価、数値化を関る。

効果測定にあたってはシステム迫人先のパナソニック礼と述挑
し、

脇業で挑進していく。

3



期問(予定)

2023年9 j」 1 Π

~2023年9 刀 8 Π

2023年12 j・] 20 Π

2024年2 j1 21 Π~

2022年2 j] 28 Π

メーカーによる現地調査・設

置場所、必要な工事の内容の

硫認

内

2024年3 jj l rl

~2024年3 j、1 15 Π

採択決定後、取り扱い業者へ

見守り支援機器および、通信

環境整備(wiFVインカム)

正式発注・システム手配

容

2024年4 jj 1 Π

見守り支援機器および、通信

環境整備(wiFi/インカム)

設置工事及びシステム設定。

絲費概妾

職員への導入説明・サービス

試行運用開始

定着化に向けた勉強会(メー

力同席)

2024年6 jj 27 Π

~2024年7 j] 31 Π

サービス本運用開始

操作説明会や活用ミーティン

グの定期開催による、職員の

理解度向上と活用定着化への

取り組み

催j/5'

本運用後3力月検証

WEB アンケートを活用し、導

入前後での業務負荷/疲労度

等の調査。

調査結果を踏まえた問題点の

洗い出し、課題対応/導入計

画の修正・再検討

(以降、 3年同まで定期的に

アンケート実施)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年同ま



2 補助事業計画書

事

来

業

業

介纏サービスの種顎

行

1リi

タ,

介維ロポットの製品名

'ツ人時期及び台数

礼会魯'件止i厶人敬X」1会

名
特別養護老人ホーム沼人敬4園
【1芥業所播}}:069010船75 】

雌人Xはりースの別
窯該',1する力'じ0左紀人

介護老人む,件止施役

水業概要σ兒作の剛題

点・導人台数の妥当竹・

城負との導人意裟の典

イi)

[製品マ',]

11Nりスキャン

職一n 設備

[導人11判棚

購

打

夜蜘イ判1.1】では、少ない職Uで利刑行の健康管"!に努めているが、

システムを導人することで、緊急時の刈応も迅速に行うことがで

きることに、11々の仙康管州にかかる業務負川を格段に嵯減で

き、そのま古果として、業務効ヰ1、乍産性が向 1二する。

令和5年12打31日

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人の聖年から3年闇、年

度hD

・リース(契郵"炯問

介護老

人;岳祉

施役

0導人後α1年) 1年Π

鵬りスキャンの使川ノj法を把抽1し、活川することができる。

02年Π

1耽りスキャンを活川し、利川行の健康管Nを行い介護時問の短縮

ができる

03年Π

眠りスキャンの活川ガ法を熟知し、介護"寺問の短締の他、介護負

知を嵯減し、業拐の効*化を岡ることができる

介護名人1岳

祉施設

[評人介数11 5 台

年

期1寺される効果等

打 ー、^

効果検刷1のノj法(効果に

関するデータを客観的な

諄仙指標に基づいて,矼

全b

0導人後(聖匂り 1年Π

介纏時問の短締、心接・問接負担の幡減効果

02作Π

介没時問の短縮に什う、継獅効*化。システマチックに利川行の

織康管艸ができ、 1産竹の向 1:を図ることができる。

03年Π

効果検,'をljいながらよりよい活用方法を見川し、より業務の効

4化を1幻ることができる。

年

3

価D 介綏時問の短締、心接'・問按負扣の嵯滅効果、介没従事打
(利用古)の満足度、収支の改辨等について、Π々の活川状祝が

確認できるΠ誌等を用いるなど他の介設サービス事業打等の参ぢ
となるべき内奔等

事業・導入スケジュール

期問(Υ,匁ι)

令和 5年9jΠΠ
10 jj 31 Πー'、ノ

1,515,000円

令和

~Ⅱ

5年11月1日

月30日

業務の状況分析・問題点の洗

い出し

機種選定・導入計画の検肘

導入担当者・チーム体制整備

実際に機器を使用する者の意

見聴取

つ和

~ 12

内

5年12月1日

月31日

容

令和 6

~3月

柘一n

年1月1日

31日

令和6年4月1日

~令和 9年3月31日

工事

眠りスキャン導入

絲費概蓼

職員の習熟及び教育・研修計

画

導入によるケア方法の見直し

予定

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以、ドの点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取細検討(実紬桜告から3年Πま

例iみ15

効果検証の実施、ケ効果検証

の結果に基づいた業務改筈の

取組検討

1,767,000円

j
/





2 補助慕業計画書

Ⅲ

邪

業

り・

行

介股サービスの柯!顎

1折

名

介纓ロボットの製品名

'f 人時期及び介数

社会村井止法人敬心会

名
特別養准老人ホーム鈴川敬灯園

揣人父ばりースの別
※畝町する力'に0を';己人

介護老人智'祉施設

出業概妾(現作の剖糊

点・導人介数の妥町性・

城Uとの導人意襲の共

イD

[製品f,]

慨りスキャン

Ⅲ一fi 設備

[導人時期]

川'

jj

夜"休制では、少ない職Uで利川行の健康管卵に努めているが、

システムを導人することで、緊急時の対応も迅速に行うことがで

きることに、Π々の健康管州にかかる業拐負択を格段に帷波で

き、そのチ古果として、業1"効*、小産性が向上する。

RⅡ業所排り':0690200136 】

令和5年12打31Π

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人のリ里年から 3年冏、年

度力j)

・リース(契約期問

介護

人福

施設

ー,、

0導人後α・1作) 1年Π

1鴫りスキャンの使川方怯を1巴蝉し、活翊することができる。

02年Π

1鴫りスキャンを活川し、利川打の健映管理を行い介護時問の短縮
ができる

03年11

11Nりスキャンの活川力'法を熟知し、介設時闇の短締の他、介護負

判を嵯減し、業薪の効*化を図ることができる

介護老人む,1

祉施設

{轡人台数} 1 5台

年

期1寺される効果等

門 ^

効果検,'のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標にji[づいて,ι

録)

0導人後じ削年) 1年Π

介姓時問の短締、心按・問接負IHの嵯波効架

02年Π

介設時問の短縮に作う、業務効*化。システマチックに利川打の
健康管"!ができ、乍産竹の向上をⅨ1ることができる。

03年Π

効果検,祀を行いながらよりよい活川ガ法を見出し、より業務の効
*化在侠1ることができる。

年

3

例)介池時問の短縮、心接・問接負川の嵯減効果、介設従Ⅲ打

(利川打)の満足度、収支の改辨等について、Π々の活川状況が

硴認できるΠ誌等を則いるなど他の介設サービス亊業打等の参"

となるべき内容等

事業・導入スケジュール

期闇(Υ,定)

令手[1 5年9 j] 1 Π
10 j」 31 Πー、^

<和

~Ⅱ

5年H月1日

月30日

業務の状況分析・問題点の洗

い出し

機種選定・導入計画の検討

導入担当者・チーム体制整備

実際に機器を使用する者の意

見聴取

A和

~12

内

5年12月1日

月31日

容

心、和 6

~3月

W i-f i

年1月1日

31日

令和6年4月1日

~令和 9年3月31日

工事

眠りスキャン導入

絲n禎要

職員の習熟及び教育・研修計
画

導入によるケア方法の見直し

予定

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者')、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研
(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見漉し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実紬帳告から3年Πま

例jぢ

効果検証の実施、ケ効果検証

の結果に基づいた業務改善の

取粒検討

1,4肋,000円

1,515,000円

老
祉





2 袖助事業計画書

事

事

業

介設サービスの柯1類

q・

打

介緻ロポットの製品乳

'1 人時期及び台数

1リi

名 礼会む井止法人天市智井止jリ牛会

名 1"刈養没老人ホーム沽選陶

1琳人 X はりースの別
※尿',1する方に0を紀人

介設老人お,砕止施,没

{製品名]

1鵬りスキャン

モバイルj揣ボ

{導人時期}

4f業概要(現征の剛題

点・町人台数の妥当性・

職Uとの導人意袈の北

イD

"

打

(パラマウントベッド株式会礼)導人台数 6介

導人台数 10台

令和 6年1門

【事業所吊}J・:0671600203】

部椎廟での起床介助や定期的な排池介助など、職n起点の1叫'的ケ

アになっている師がある。師1鵬状態の把蝉ができておらず、適功な

タイミングでの排刑介助が行えていない。また、体調変化の¥期察

知は、看取り介設にも人いに活川できる。

当施設は 3 つのグループに分かれておりますので、各グループ 2 台
ずつの,汁 6介と門えております。

現在、令111ノじ年導人のココヘルパで迎挑しているスマートホンが「1f

くなり、1岫mの感度の不只介、バッテリーの持ちが恕い等が見られ

ます。スマートホンを史新し、ココヘルパ及び11民りスキャンと述携
し、貿の品い介護サービスを行うためにスマートホン 10台の史新

を行いたい。

・リース(契約期問

機器を導人することによ

り述成するΠ標(機器導

人の'3!年から 3年闇、年

度1ル)

定U数 即

0導人後(聖年) 1年Π

n民りスキャン導人に作う研修の尖施やマニュアルを作成し、機器操
作の習熟を臣1り、印常業疹へ取り込む。

睡眠データを活川し夜闇の訪室阿数を減らす。

02年11

唖畷データを1舌川したイ1井曼典イiと介没サービスを捉供する。

03年Π

2年Π同様

年 刀

期1寺される効宋等

効央検,証のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標に荘づいて"

全')

ー^ 年

0轡人後(り・1年) 1年Π

人jパ行の唖11Nの質を商め、眠りの深さをモニターできることで動き
川しのΥ訓11ができ、転倒や転落4ι故のりスクを嵯減する。
02年Π

11覚めの状況や人ナ,,}打のりズムに応じた質の1島いケアを行うことが
じきる。

03年11

2年Π同様

3 事業・導入スケジュール

而取り介護時の張り返り

人IJ}/1の唖11民状態の收i写

職nへのアンケート

介准亊故・ヒヤリハット数の減少

期問(Υ,延)

令111 5年11 jj 20 Π

~令1「1 5年12 jj 31 Π

令和6年 UH n

~令和 6年1 打 31 Π

令和6年3刀

導人打介せ、通イ'環嶢等硫認

内

11Nりスキャン、モバイルナ揣太導人

取扱,記1リ1、研修会

睡11Nデータの活川ガ法勉強会

キ'f

職nへのアンケート

介護事故、ヒヤリハットの検,'11.

絖賀概姜

1,899,040 打

俳j吉

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、休制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

導人計画の検討、

ーー、、

_"ノ

}





2 補助事業計画書

事

事

業

介護'けービスの柯1知

業

行

1リi

乳

介護ロポットの製品孚,

'ツ人時期及び台数

礼☆智゛,祉i厶人天市智井止jリ小会

名 明判劇ショートステイセンター

短期人所小活介護

附人 Xはりースの別
裟肱寸1するノjに0を,心人

[介護ロボット製品中日

1咲りスキャン(パラマウントベッド株弍会社)導人台数 3 台

[通イ,1環境,惚備製品タ,]

Ⅲ・Fi 11事

デジタルインカム(ティービーアイ)遵人台数 2 台

[導人時1棚令和6年3JH 訂

艇"業所排 1}:0671600922】

匪区三刃・ リース(契約期問

jl )

爪業概要σ兒在の剛題

点・導人台数の妥当竹・

職Uとの導人意裟の共

イi)

①介没従Ⅲ打の身体・心"!的な負IHの觧消、②蹴臓行の波少、③ケアの

質の緋1子、この3点を課題と彬理している。 11にスタッフ配紐数の少な

い夜問舟業莇の負扣゛f減と、サービスの品質管鄭が喫緊の課題と.;え
る。

介池従事占の献身的な働きに頼りきりの現状を変え.,また、サービスの

イ,i蚊竹・安令竹を担保するため、新しい介護ロボット機器の導人を祐槻

的に進めていきたい。介准従事打のサポート体制を強陶にしつつ、その

効果は利用打の満足座向 1二に寄り・、'、ることを確イ,iしている。

眠りスキャンは睡眠状態やべッド上での状態変化に介わせた対応を闘1能
にし、インカムは仙郁北イiの迅述化・業務効*化を挟1る、これらの効果

を期付している。

当班業所は定n 18 名。その脱模から11Nりスキャンは 3 台が愛・当と思わ
れる。また、職n配般はシフト制で、Π中惜 2 才i以 1二、夜問舟 1 名とし

ていることから、インカム機器2台が必豊と七えている。

1鵬りスキャン、デジタルインカムについては、併設の介殴老人智許止施設

で先行導人しており、その後の検,吐でも、安11民を妨げない佃別ケアの火

雛、転倒などのりスクヘッジに硴かな効果を発判{しているとの報竹が

1二がっていた。 1・1機柯!の機能・1↓竹は帷度打の多い短期人所サービスで

も大きな成果が見込まれるとの意見も付され、導人を問1寺する山が商ま

つている。

定U数 18 名

年 刀

機器を導人することによ

り述成するΠ橡(磯器導

人の聖年から3年闇、午

度力D

'、^ 年

峨りの見える化をすすめ夜Ⅲ"と小りのオペレーションを改辨し、介

纓・業病負"{の幌波と効ヰ1化を図る。

03年Π

使川実鞁を蹄まえて検証を行い、昼夜を剖わず、より効米的な活川を侠1

るとともに、唖峨データを活Ⅲして、佃別ケアの質の向上をΠ指す。

併・設施股と恊働して効果検証のための妥R会を紕繊し、導人事例の

張り返り、インシデント邪例、アクシデント事例の染,什と検'征を行

つ。

ご利川者家族の協ノJ得て,唖11Nの質收汚について測定データに栞づ

いて検'11:を行う。併せて、ご利川占の身休・粘判1的状態の変化、 ご

家放の負担幌減の突態などの佑蛾もハイiしたい。

期1寺される効果等

0群人後(翌匂り 1年Π

介護ロボット導人に作う職n研修やマニュアル等を作成し、機器操

作の習熟を圃り, f卜常業莇に収り込む。

ご利川打の眠りの状態に介わせてケアを突践する。安咲を姑げない

佃別ケアのリι践、゛ム倒などのりスクヘッジに努める。

02年Π

0導人後(翌年) 1年Π

ご利川打の1賦りの深さをモニターすることで1挑峨を妨げないケアが

Ⅱ1能になり、睡11Nの質が商まることを期1寺している。

また、動き川しの予i則が"1能になり、転倒・転落辨故のりスク軒減

が期イbされる。

睡慨分析に栞づく効果的な尖践データを利朋打家欣とも典打するこ
とで、導人効果を作宅小活まで波及できる。

02年Π 03年Π

介護従事打の心jΨ的、身仏的負州を"波することで労枋環境の改門

を図り、餌肌筬゛;低減につながることを瑚イ寺している。

効果検証のガ法(効果に

関するデータを客観的な

部仙i指標に基づいて,氾

鉄)



3 事業・導入スケジュール

期問(Υ,定)

2024年 l j1 22 Π

~2024年1 " 26 Π

?024年2 Ⅱ 5 Π

~2024年2 Ⅱ 9 Π

2024年2 打 13 Π

~2024年2 j116 「1

導入打ち介わせ。股艦位般および管111!川

PC 等硫認。

2024年2 j」 19 Π

~2024年2 j1 22 Π

内

施股内無線状況LAN配線状況確認。

現行接統 IP アドレスの確認、電源状況の

確認。

容

2024年2 門 28 Π

~2024年2 打 29 n

無綵LAN配線工事のリι施。

11民りスキャン等裴貿導人・通イ,杯在認、。

ソフトインストール作業・サーバー股趣作

業。

絲n概要

勤物形態に介わせて、取扱い説叫を 2"間

でリι施Υ,定。

運川例、インシデント対策等。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

伯'iみ15'

500,000円

4脇,260円

205,040 1リ

用

の



2 補助事業計画評

班

都

業

介護サービスの1爪類

業

古

介護ロポットの製品名

'r 人時期及び台数

1リi

名

名

株式会礼タイヨウ

ソーレ寒和lil'

雌人父はりースの別
崇誠「する力、に0を';ι人

1"心施設人1,,1打小活介護指定事業打

{製品名]
n民り SCAN、

〔導人時1棚

[導人台数]

")

1堆・リース

11民り SCAx eye、 SH-M20AX-B (スマホ)

令111 5年12 jl u l

"民り SCAx a0 介)、嘱り SCAN eye(2 台)、スマホ信

人jパ行の中には認知症等で不穏要索がある人1',}打もいらっしゃ

います。"中はスタッフも多いので、Πが刷くのですが夜闇帯に

関

しては、お客様の1,,1室内に人ってケアを行っていると注視すべき

人

1',}行にもΠが11'きにくい状況です。

咋年度印民り SCAX5 台、 1鵬り SCAx eye 1台」を導人しました

が、馴ql:他施設では以前よりΠINり SCAN、臓り SCAN eye」を導人
しており、先に剪人した施股が勉強会等を開き使川方法やデータ
の利川方法等を勉強してきたかいもあり、当施設のスタッフも短
時問で使いガを習得していったようです。前川導人してからそれ

ほど時問が絲っていませんが、当施設のスタッフから「眠り
SCAN、朕り SCA!、'eyC の琳イ?をしてほしい。」との」!iも上がっていま
す。

咋今、以内でもコロナウイルスの感染占も増えており弊社グル

【事業所打〒1}:0671200228 】

事業概要σ兒在の岡題

点・導人台数の妥当竹・

畷Rとの導人意綻の典
イi)

(契約期問

定共数 "名

年 刀

ブの他施設でも人1円占の感染も確認されております。以前は感染
し

たら人院という流れでしたが、現作は施設での療霪という那のよ

..、ー

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人の翌年から3年問、年

度hD

です。その際、スタッフの心身的な負担は計り知れないもので

す。

ノ>1"1 川Nり SCAX、鵬り SCAx eye」在増台できれぱ、ガが'当施
設でも人1パ゛1に感染打が窕小した41介川N り SCAX、眠り SCAN

eye」を使川して感染行との不川意な接触も避けられて、スタッフ
の負扣も悩減され感染拡入のりスクも帷減されるのかと思いま
す。

また、機器増介に作い使川するユニットも増えるためスマホの
台数も増介したいと門え_ております。

年

0導人後(器年) 1年Π

・業枋の効*化と業務負州幌減。スタッフの心身負拘の,畔減。

02年1_1

・業務の効*化と業拐負川悩減。スタッフの心身負扣の帷減。

期1リされる効果等

03年Π

・業疹の効*化と業拐負担嵯減。スタッフの心身負扣の嵯減。

0遵人後(器年) 1年Π

・業務の効*化と業拐負州嵯減。スタッフの心身負択の幌減。

・'訪室の回数も波るのでコロナ等の感染症の感染拡入のΥ,1坊。

02年Π

・業務の効*化と業柄負IH,悌減。スタッフの心身負扣の悩減。

・訪室の川数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防。

03年門

・業疹の効*化と業病負川,呼減。スタッフの心身負IHの幌減。

・劼室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡人の判坊。

効果検証のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標に墓づいて"

録)

年度力iに数1"1、スタッフへのアンケート等のデータを取り、彬
に

状況を検証する。また弊社は「11Nり SCAN」を使刑している施設も

多いため、ユーザー施設が11ほり疋期的に礼内勉強会を行ってい

ま

す。そこへの参加も行いながら導人のイi効外を検'証していきた

い。

また、先に導人している施設から使川ガ法の指導、データの分析

の仕方など導人施股のスタッフへ述川方法の評価等を行っていき

たい。

う



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

2023年2 村 28 0 ~

2023年211 280 ~

2023年5 " 220~

m民り SCAN 5台」
eye 1台」の導入

内

2023年6円~

m民りSCAN」運用委員会川
席(各施設の m民り SCAN」担当
者勉強会)

芥

2023年8 j・1 1 0~

2023年8 H 28日

m民りSCAN」運用委員会川
1帛(各施設の m民り SCAN」担当
者勉強会)

「眠り SCAN

2023年12 刃 1 0~

スタッフから m民り SCAN、眠り

SCAN eye」増台希望の話あり

絲費概要

2024年1 刃 1日~

2027年3 f1 31 0

補助金事前恊議書の作成、提
川。

2023年9円 1 Π~

交付決定後、すぐに発注。
定)

休j→!5'

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

スタッフヘアンケート嗣杏(予

苅t)

「眠りSCAN」運用委員会川
j常(各施設の「眠り SCAN」担当
者勉強会)(・Υ,定)

(、Υ, 峨り SCAN+cyo+ス

マホ= 1,347,650
門(税別)
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2 補助事業計画書

事

事

業

介没サービスの柯!類

業

打

介設ロボットの製品名

'1 人時期及び台数

1リi

名

名

株式会社タイヨウ

ソーレ占原

購人父はりースの別
※該町する力'に0を紀人

1寺定施設人1',:占小活介維指定U1業占

{製品名}
IN り SCAx cye

{導人"寺期]令和5年12j11Π

{導人台数]眠り SC' eye3台

雌

jl

人1.,;/1の中には認知症等で不穏要業がある人jパ打もいらっしゃ

います。Π中はスタッフも多いので、Πが1111くのですが夜冏帯に

関

しては、お客様のj',1室内に人ってケアを行っていると注視すべき

人

j,'}.門にもΠが刷きにくい状況です。

咋年度則民り SCAX4台、 11民り SCAx eye 1台」を芋}人しました

が、弊礼他施股では以前より印民り SCAX、眠り SC餓 eye」を導人

しており、先に導人した施設が勉強会等を開き使川方法やデータ

の利川方法等を勉強してきたかいもあり、当施設のスタッフも短

n寺閻で使い方を刈得していったようです。前刊導人してからそれ

ほど時問が絲っていませノUが、当施設のスタッフから川Nり SCAN

eye の増イ?をしてほしい。」とのjl;も_上がっています。
咋今、↓1,モ内でもコロナウイルスの感染行も増えており弊礼グル

ブの他施役でも人居占の感染も硴認されております。以前は感染

し

たら人院という流れでしたが、現在は施股での療昼という事のよ

つ

です。その際、スタッフの心身的な負11{は,;1り知れないもので

す。

ノ>1',1 ΠINり SCANeye」を増台できれば、カ'が・当施a斐でも人j,':打
に感染行が充小した場介ΠINり SCAX、 11Nり SCAN eye」を使川して

感染占との不則意な按触も避けられて,スタッフの負扣も嵯減さ
れ感染拡大のりスクも嵯減されるのかと思います。

心業概要(現作の剛題

点・轡人介数の妥辻i+1.・

職nとの導人意鞍の共
イj)

じ,

・リース(契約期問

【水業所排リ:0670101781】

定U数 44 才',

年

峨り SCANcycX5=

276,500 門(税別)

打 ー、^

機器を導人するCとによ

り達成するΠ標(機器導

人の,剛年から 3年問、年

度h"

年

期1寺される効果等

0導人後(捌年) 1年Π

・業務の効卓化と業務負扣'呼減。スタッフの心牙負択の幌波。

02午Π

・樂務の効*化と業務負机嵯減。スタッフの心身負川の嵯減。

03年Π

・業窃の効*化と業疹負川,帷減。スタッフの心身負扣の,修波。

0導人後(翌年) 1年1-1

・業務の効*化と業務負扣嵯減。スタッフの心身負批の,悼減。

・,坊室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡人の祠坊。

02年Π

・業務の効*化と業獅負川嵯減。スタッフの心身負扣の,條減。

・'山室の川数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡入の列坊。
03年Π

・業務の効*化と業疹負担帷減。スタッフの心身負IHの,嵯減。

・';方室の師1数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の村坊。

効果検'誠のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標に県づいて'心

金A)

年度IU1に数1"1、スタッフへのアンケート等のデータを取り、常
に

状況を検,'111する。また州qNよ川Nり SCAN」を仙川している施設も

多いため、ユーザー施没が集まり定期的に社内勉強会を1」つてい

ま

す。そこへの参加も行いながら導人のイi効性を検誠していきた

い。

また、先に導人している施股から使川ガ法の指導、データの分析

の仕ガなど導人施設のスタッフへ述川ガ法の諄価等を行っていき

たい。

3 事業・導入スケジュール

期問(・丁,定)

20器年2 " 28 0 ~

2023年211 28 0 ~

2023年5円 22 0~

m民り SCAN 4台」 m民り SC鯏

eye ]台」の¥ネ入

内

20器年61]~

m民りSCAN」運用委員会川

席(各施設の m民り SCAN」担当

吉勉強会)

奔

2023年8円 1 0~

2023年8 "器日

m民りSCAN」運用委員会出
1帛(各施設のΠ1民り SCAN」担当

者勉強会)

2023年12 H 1日~

スタッフから m民り SCAN eyej
増台希望の盾あり

絖佐概要

2024年1 111 0 ~

2027年3円 31日

補助金事前恊議11の作成、提

川。

交付決定後、すぐに発注。

従')

俳iノテ

スタッフヘアンケート剖杏(Υ,

定)



2023年9円 1 0~

「眠りSCAN」運用委員会出

j常(各施設の「眠り SCAN」担当
者勉強会) CY,定)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研
(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績帳告から3年目ま



2 補助事業計画書

事

事

業

介没サービスの樋類

業

打

1リi

右

介護ロポットの製品名

'1'人時期及び台数

名

株式会礼タイヨウ

ソーレ中桜田

介綏刊坊特定施設人j',;行1活介鞭

購人父はりースの別
崇訣町するノjじ0を,氾人

[製品名}

IN り SCAX、 11N り SCAN eye、 SH-M20AX-B (スマホ)、即 ProDesk

40O G7 SFF、則ILIPS 液品ディスプレイ 21.5 剛、 WAPS-
AG1266D肝、 BS-GSL2008P

1導人時1棚令和5年12j11 Π

(導人台数]11N り SCAN ( 8 台)、 1N り SCAN eye Ⅱ台)、 SH-N20AX-
B (スマホ)( 2 介)、 Hp proDesk 40O G7 SFF ( 1イ?)、則ⅡIPS 液品

ディスプレイ 21_ 5 剛( 1 台)、 1rAPS-AG1266DHP ( 6 台)、 BS-

GSL2008P H卵(2 台)

【出業所爵号 0670川17船】

購

人居打の中には認知症等で不穏要業がある人jJ}占もいらっしゃ

います。 n中はスタッフも多いので、Πが届くのですが夜ル予帶に

関

しては、お客1兼の1',}室内に人ってケアをlfつていると注視すべき

人

j円打にもΠが船きにくい状況です。その様な利川゛〒には就寝時、

セ

ンサーマット等で対応しているが印NりSCAN1 を使川川来れば蹴

床する前の対応がn1能となりスタッフの心身の負川もかなり嵯減

されると思います。あわせて印民り SCAN eye」も導人できれば'防
室の必喪竹もⅢ前にわかり、不要な接触も避けられ、スタッフの

負

川も帷減されます。また、塑井Π也施設でも「平成 29年度智"1述携
による安心介護モデル創出U工業賢補助金」を使い mNりSCAN」を

N台導人させて頂きました。導人した施股のスタッフからはΠ1'

り SCAX'j熈しでは4こ女,になる。」との」{iも 1:がっています。 4上に夜

問1寺のスタッフの負1小修波が確認されております。導人後はスタ

'ソ

フからの希望があり、少しずつの増介を屯ねて現介は令床に役殿

と

なりました。今1川、当施股スタッフからもΠ1民り SCAX」導人希Y!

の小も上がっており、先ずは導人のきっかけとして今阿 8 台導人

していきたいと思います。ノ>後は使川頻度とスタッフの慣れに仟

い、」竹台も検.;寸していま司、。

吽今、↓1,新大1でもコロナウイルスの感染行も増えており弊礼グル

・リ

定U数

ス(契約期問

取業概要(現在の剖題

点・轡人台数の妥当竹・

職Uとの導人意襲の共

イD

44人

年 刀 ●■、ψ 年

ノ>1"1 印民り SCんゞ、 1鴫り SCAx eyc」を導人できれば、万が・当
施設でも人1,,}行に感染゛〒が充小した場介「11Nり SCAN、 11民り SCAN

eye」を使川すれば感染行との不川意な接触も逓けられて、スタッ

フの負}Hも幌減され感染拡大のりスクも幌減されるのかと思いま

す。

現作、介巡ソフトを使川するⅢ一Fi環境はありますが、印民り

SCAX」を導人するにあたって、現在の環境に逃加のアクセスポイ

ントの増設が必要となってきます。またアクセスポイントの増設
に

作い、ハブの人外なども必要となってきます。

プの他施,没でも人j'i}占の感染も確認されております。以前は感染

し

たら人院という流れでしたが、現在は施投での汝養という卓のよ

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人の翌年から3年闇、年

度勿0

です。その際、スタッフの心身的な負"1は,汁り知れないもので

す。

0導人後α旦年) 1年Π

・業枋の効*化と業拐負"1嵯波。スタッフの心身負川の幌減。

02年Π

・業疹の効率化と業務負11艸冷戒。スタッフの心身負扣の,1噛咸。

期1寺される効果等

03年Π

・業務の効*化と業務負押幌減。スタッフの心身負川の・畔減。

0導人後(習年) 1年Π

・業務の効*化と業務負担嵯減。スタッフの心身負捉の嵯減。

・'山室の1川数も波るのでコロナ等の感染症の感染拡大のΥ,1功。

02年H

・業務の効*化と業務負1小帷減。スタッフの心身負」Hの峅波。

・'坊室のい1数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡人の予防。

03年Π

・業拐の効*化と業物負川,悌減。スタッフの心身負川の,際減。

・,訪室の1・1数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の列坊。

効果検証のガ法(効宋に

関するデータ完客観的な

評佃i指標に jよづいて,,ι

全')

年度力jに数1"1、スタッフへのアンケート等のデータを取り、常

に

状況を検'証する。また馴qΠよ「11Nり SCAN」を使j"している施役も

多いため、ユーザー施設が集まり定期的に社内勉強会を行ってい

ま

す。そこへの参加も行いながら導人のイi効州.を検,托していきた

い。

また、先に導人している施股から使川ガ法の擶導、データの分析

の仕ガなど導人施役のスタッフへ述川方松の評価等を行っていき

たい。

う



3 事業・導入スケジュール

期問(Υ,従{)

2023年3円~

2023年4 H I0日

2023年8 " 1 0~

2023年8 村器口

スタッフからΠ1民り SCAX、

SCAN eye」導人の話あり。

内

印民り SCAN」を使川している弊

礼他施設の見学

2023年12 11 1 0 ~

容

補助金事前恊議書の作成、提

出。

2024年 I H I 0 ~

2027年3 村 31日

鵬り

交付決定後、すぐに発注。

(予定)

絲費概要

20器年9jJ 1日~

スタッフヘアンケート剖杏(Υ,

父ι)

俳i占・

m民りSCAN」運用委員会川

席(各施設の m民り SCAN」担当

名勉強会)(r,定)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

眠り SCAN+眠り

SCANeye+スマホ

+AP増設工事=

1,842,200 (税

別)

担
吏
研
ま



2 袖助事業計画書

事

事

業

介維サーピスの1爪類

業

行

1リi

名

介没ロボットの製品宇,

導人時期及び台数

名

株式会礼タイヨウ

ソーレ天唯

!朏人父はりースの別
炎肱「する力'に0を"人

介姓列坊1"'施設人j',;゛〒小活介護

{製品名]

11Nり SCAX、 1Nり SCAN cye、肝 ProDesk 40O G7 SFF、 PHILIPS 液

IY1ディスプレイ 21.5JW、

{導人時期]令ln5年12j11日

(導人台数]11Nり SC心'( 1 0 介)、 11Nり SCAx eye U 十↑)、 HP PTODesk

40O G7 SFF n 台)、 NILlpsi夜品ディスプレイ 21.5 川!住台)、

{事業所番り

!111」

人1円行の中には認、知症等で不穏姜宗がある人j,,1/Tもいらっしゃ

います。Π中はスタッフも多いので、Πがj111くのですが夜問帯に

関

しては、お客様のj,'}室内に人ってケアを行っていると注視すべき

人

j',1打にもΠが111;きにくい状況です。その様な利刑占には就寝時、
セ

ンサーマット等で対応しているが m民iつSCAN」を使川川来れば剛
床する前の対応が"Ⅱ走となりスタッフの心身の負川もかなり幌減

されると思います。あわせて印民り SCAN eye」も轡人できれば,訪

室の必塾竹も事前にわかり、木妾な接触も避けられ、スタッフの

06716007乃

・リース(リι約期問

定U数

喫業欄要(現作の剖暫

点・導人台数の妥当性 .

畷Uとの尊人意鞍の父

イi)

4 2 マ',

'

川も幌波されます。また、弊礼他施股でも「平成29年度袖Ht迎携
による安心介没モデル創川喫業費補助令」を使い川民りSCAN」を
H介導人させて頂きました。導人した施設のスタッフからは印民
り SCAN無しでは不安になる。」とのルも 1:がっています。ヰ子に夜
冏時のスタッフの負扣心桝戒が硫認されております。導人後はスタ
ツ

フからの希望があり、少しずつの増台を爪ねて現イ11は令床に役凪
と

なりました。乃、1"1、当施設スタッフからも印民り SCAX」導人希望
の山も上がっており、先ずは導人のきっかけとしてノ>川 10 台導人
してぃきたいと思います。今後は使川頻度とスタッフの慣れに仟

い、垪台も検肘しています。

咋今、り,1内でもコロナウイルスの感染打も増えており弊礼グル

年

仰D 介纓時間の短糊、心接・問接負川の帷減効果、介護従班井

(不1川1打)の満足度、収支の改純等について、ロ々の活川状況が

俳昂忍できるΠ誌等を用いるなど他の介護サービス事業打等の参ぢ

となるべき内容等

円 .^ー. 年

フの負扣も嵯波され感染拡大のりスクも嵯減されるのかと思いま

す。

現イ11、介没ソフトを仙用するⅢ・Fi 環境はありますが、「11Nり

SCAN」を導人するにあたって、現在の環境に迅加のアクセスポイ

ントの増設が必要となってきます。またアクセスポイントの増設

に

作い、ハブの人竹なども必愛となってきます。

ブの他施役でも人jパ打の感染も確認されております。以前は感染
し

たら人院という流れでしたが、現作は施設での嫉擾という斗fのよ

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人の翌年から3年問、年

度力D

です。その際、スタッフの心身的な負担は,汁り知れないもので

す。

乃、回印民り SCAX、 11Nり SCAN eye」を導人できれば、ガが'当施
役でも人1"}打に感染打が窕小した場介ΠINり SCAX、 1鴫り SCAX
eye」を使川すれば感染行との不刑意な接触も逓けられて、スタッ

0導人後(翌年) 1年Π

・業務の効*化と業病負捉,畔減。スタッフの心身負"1の幌波。

02年Π

・業効の効*化と業務負批幌減。スタッフの心身負川の嵯減。

期1寺される効果等

03年H

・業務の効*化と業枋負川,畔減。スタッフの心身負槻の幡減。

0導人後(翌年) 1年Π

・業務の効*化と業務負}H帷減。スタッフの心身負IHの悩減。

・,坊室の回数も減るのでコロナ等の感染兆ξの感染拡大の判坊。

02年Π

・業務の効*化と業疹負川・條減。スタッフの心身負川の嵯減。

・,山室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡人の予防。

03年Π

・業疹の効*化と業痛負扣峅減。スタッフの心身負捉の,條減。

・劼室の1"1数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡入の桝坊。

効果検証のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標にJ'づいて"

全R)

一
つ



3 事業・導入スケジュール

期問(Υ,定)

2023年3 刃~

2023年4月10 0

2023年8 H I 0~

2023年8円 280

スタッフから m民り SC鯲、

SCAN eye」導入の話あり。

内

2023年12月1 0~

m民り SCAN」を使用している弊

礼他施設の見学

響

2024年1月1 0~

2027年3 1] 31 0

補助金事前恊議書の作成、提
川。

眠り

2023年9 " 1日~

交付決定後、すぐに発注。

勾t)

絲費概妾

スタッフヘアンケート調杏げ,

苅t)

m民りSCAN」運用委員会川

1常(各施設の m民り SCAN」担当
者勉強会)(予定)

備吉

じ予

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

眠り SCAN+11弐り

SCANcyC十PC十スマ

ホ=1,471,800 門

(税易1」)

担
使
研
証
ま



2 補助事業計画書

那

水

業

介護サービスの樋類

業

打

介護ロボットの製品名

'1 人時期及び台数

1リi

名 礼会智井止法人新庄かつろく会

名
介纏老人保健施役新庄業師園

【喫業所得号:0651180010

附人Xはりースの別
必赦町する力に0を"人

介殴老人保俊施設人所サービス

喫業概聾(現在の問題

点・導人台数の妥当".・

職Uとの導人意襲の共

イi)

[製品名]

株式会礼

[導人時1棚

リンクジャパン「eMa血0」

令和 5年12 刀中イリ

く亙) ・リース(契約期闇

j】)

・現作、 1'1/J動作がイ゛女定な利川者、ナースコールの使川が不河能

な利川打については航床センサーを使川している。センサーが鳴る

頻度での防室には隈りがある。また職Uが頻1・1に';方室することで利

川打のストレスにつながっている部分も多くなっており、兄守り機

能でヌ"ぶすることで職U '利川占双方にメリットがあるとぢえる。

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人のリ里年から 3年問、年

座力j)

定n数

0導人後(習向り 1年Π

・jι小り機能による業務負拘の幌減。

・動1111j金A11可によりべッ 1り."辺での事故窕小原INが1寺定できる。

・j.,}室内の4「故蛾告件数の 10 %減をΠ指す。

02年Π

・ 1年「"'琳兼、ひやりはっと・1佃攷対策の分析の強化を図る。

・ ADL状況の把粂}・痕"忍と環嶢設疋ができる。

・1'.1室内の1"故帆告什数の 2 0 %減をΠ指す。

03年Π

・j',}室内ひやりはっと報告件数の 2 0 %減をΠ指す。
・効*的に安个確認ができ,りスクの幌減と恬報の典イiができる。

{導人台数1

6 0 床

作

70 ム

期lbされる効樂等

刀 i^

効果検趾のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標に基づいて"

録)

0導人後(翌年) 1年11

・,汾室回数の減少により、業拐負拘の幌減と利削打のストレス幌減
に繋がる。

・ベッ 1り1.]辺の41故発^1ヨ1寺に Y.急な文、1策がとれる。

02年Π

・多」般様でのⅢ故分析ができやすい。

・本人・家族へのⅡ1故ヌ1策の,兇明が分かりやすくできる。

03年Π

・ひやりはっと場師での事故刈策を只体的に山じることができる。

年

3

・ユニット会議時に使用状況の確認、対象おの再逸定を行う。

・蹴床センサーとjと丁り機能を介わせて使川した事故報告,1}の条

'il'。

・↓古Jり機能における鉄1師データで取故発小状況の検'証。

事業・導入スケジュール

期闇(Υ,定)

R4年10jJ~

R5年2"

R5年3H~4打

R5年11j~5H

見'丁り機能のある袿洋止機器の情

報収集

内

R5年7村~8円

梢十iでの見'丁り機能がある福

祉機器の見祐もりを依叔

同時にオンラインでの製品況明

を受ける

イf

R5年8 j]~12月

Ⅲ一Fi環嶢の調杏依頼と剖杏を

突施

デモ機の硫認

各職郁参加により、尖際に見'丁

り機能の対象者をどのように決

定していくか検肘

絲1リ概要

R5年n円

各ユニット、各職種で見'1り機
能対象者の遺定

現時点での凱床センサー使用者

の身体・粘神状況と航床センサ
一使用の必要竹の再確認

機器使用における注意点の脱明

マニュアル作成

R5年12j』~

R6年311

税'ヒ

業務検肘委

員会

R6年4j・1~

R7年3"

各上任、業

務検村委員

見'小り機能導入による本人・家
族への,兇明

工式

R7年411~

R8年311

機器槻作の不明点の洗い川し

使用状況の硴認

マニュアルの11i確認

事務

使用状況の確認

事故発生の映像分析

職員の業枋負担幌減の硴認
マニュアルの「リ検討

各上任、業

務検討委員

使用状況の確認
事攸発生の映像分析

職員の業務負担幌減の確認

各コ、ーツ

ト、安令対

策担当委

貝、全職貝

支援棚談

員、介護支
援専門員

令職員

令職貝

令職貝



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

マニュアルの冉検討
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